
梁
塵
秘
抄
選
釈

(第
二
回
)

巻
第
二

四
句
神
歌

神
分
編

(
二

)

永
池
健
二

佐
々
木
聖
佳

松
石
江
梨
香

は
じ
め

に

梁
塵
秘
抄
巻
第

二
、
四
句
神
歌
神
分

編

の
選
釈
第

二
回
を
お
届
け
す

る
。

今

回
掲
載
し
た

の
は
、

二
四
三
歌
、

二
五
九
歌
、

二
七

三
歌

の
三
首

で
あ

る
。

前

回

の
選
釈
第

一
回
を
公
表
後
、
ご
高
覧

い
た
だ

い
た
先
学
諸

師
か
ら
貴
重
な
ご

批
評
ご
教
示

を
い
た
だ

い
た
。
年

間
数

首
と

い
わ
ず

も

っ
と
精
進
し

て
ス
ピ

ー

ド
を
上
げ

る
よ
う
叱
咤
激
励
も
頂
戴

し
た
。

に
も
か
か

わ
ら
ず

、
わ
ず

か
三
首

し

か
掲
載

で
き

な
か

っ
た

の
は
、

ひ
と
え
に
執
筆
者

ら
の
力
不
足

で
葱
悦

に
耐

え

な
い
。

正
直

に
打

ち
明
け

る
と
、

ほ
か
に
も
神
歌
数
首

の
掲
載
を

予
定
し

て

い
た
の
だ
が
、
十

分
な
準
備
が
整

わ
ず

発
表
を
見
合
わ

せ
た
も

の
で
あ

る
。

よ

り
精
進
を
重

ね
て
次

回
を
期
し
た

い
と
思
う
。

前

回
の
注
釈
作
業

の
母
胎

と
な

っ
た

「奈
良

教
育
大
学

古
典

と
民
俗

の
会
」

は
、
昨
年
七
月
に
改
組
し
、
井
出
幸
男
、
佐

々
木
聖
佳
、
植
木
朝
子
、
永
池
健

二

の
四
人
が
発
起

人
と
な

っ
て
、
あ

ら
た
に
若

い
メ
ン
バ
ー

も
加
え

「遊
女

(
う

か

れ
め
)
文

化
研
究
会
」
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今

回
の
三
首

の
注
釈

は

そ
こ
で
の
輪
読

と
検

討

の
作
業
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ

る
。
末
尾
に
な

っ
た
が
、

前

回
同
様

影
印
は

『
天
理
図
書
館
善
本
叢

書
古
楽
書
遺
珠

』
か
ら
転
載

さ
せ

て

い
た
だ

い
た
。
原
本
ご

所
蔵

の
天
理
大

学
付
属
天
理

図
書

館
及
び
版
元

の
八
木

書
店

に
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ

た

い
。

(永
池
健

二
)

(
凡
例

)

一
、
本
編
は
、
『
梁
塵
秘
抄
』
巻

二
、
四
句
神
歌

の
今
様

に

つ
い
て
、
歌
ご

と
に

注
釈

を
試

み
る
も

の
で
あ
る
。
第

二
回
は
神
分
編

の
三
首

を
と
り
あ
げ

る
。

二
、
詞
章
本
文
は
、
天
理
大
学
附
属

天
理
図
書
館
蔵

(竹

柏
園
旧
蔵
)
『
梁
塵
秘

抄

』
巻

二
を
底
本

と
す

る
。
各
歌

の
は
じ
め
に
、

底
本
を

『
天

理
図
書
館

善
本

叢
書
和
書
之

部
古
楽
書
遺
珠

』

(昭
和

四
十
九

年
、

八
木
書
店

刊
)

よ
り
転
載
し
、

そ
の
後
に
、
底
本

の
翻
刻
と
校
訂
本

文
と
を
掲
げ

た
。

三
、
底
本

の
各
歌

に
は
、
朱

で
頭

に

「○

」
印
が
付
さ

れ
、
歌

の
途
中

に
こ
れ

も
朱

で

「、
」
が
加

え
ら
れ

て
い
る
。
歌
詞
の
傍
ら
に
は
漢
字
や

平
仮

名
に

よ
る
読
み
仮
名
、
傍

点
が
付
さ
れ

て
い
る
も

の
も

あ
る
。
そ
れ

ら
も

で
き

る
限
り
忠
実

に
表

記
し
た
。
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四
、
校

訂
本
文
は
、

底
本

を
ふ
ま

え
て
各
担
当
者

の
解
釈

を
反
映
し

た
も

の
を

表
記
し
た
。
誤
字
、

脱
字
、
術
字

と
考
え
ら
れ

る
箇

所
に

つ
い
て
は
訂
正

し
、
適
宜
漢
字

を
当
て

て
読

み
仮

名
を
付
し
た
。
異

体
字
は
通
行
字

体
に

改

め
た
。
ま
た
、
歌

の
区
切
れ

と
考
え
ら
れ

る
部

分
に

一
字
分
空
白

を
入

れ
た
。
諸
説
が

あ
る
も

の
に

つ
い
て
は

【校
訂
】

で
そ
の
旨
を
記

し
た
。

五
、
歌

番
号
は
、
『
新

日
本
古
典

文
学
大
系

梁
塵
秘
抄

閑
吟
集

狂
言
歌

謡
』

の
歌
番
号

に
拠

っ
た
。

六
、

校
訂
本
文

の
後

に
、

校
訂
、
類
歌

・
関
連
歌
謡
、
諸

説
、
語
釈
、
考
察

を

記
し
た
。
諸
説

は
、

先
学

の
注
釈

の
う
ち
、
特

に
歌

の
解

釈
に
関

わ
る
も

の
に

つ
い
て
諸

説
を
整
理
し

て
記

し
た
。

七
、

参
考
に
し
た
先

行

の
注
釈
は

以
下

の
通
り

で
あ

る
。
本

文
中
に
は
番

号
も

し
く
は
略
称
を

用
い

て
記
し

た
。

(1
)

佐
佐
木
信
綱

『
梁
塵
秘
抄
』

(大

正

一
年

明
治
書
院

)

(大

正
十

二
年

同
増
訂
版
)

(昭
和
七
年
同
改

訂
版

)
↓
佐
佐
木
注

(2
)
3(4

)

(菖⑥8

佐
佐
木
信
綱

『梁
塵
秘
抄
』
(昭
和
八
年

岩
波
文
庫
)
↓
岩
波
文
庫

高
野
辰
之

『日
本
歌
謡
集
成
巻
二

中
古
編
』
「第
十

一
梁
塵
秘
抄

巻

第
二
」
(昭
和
四
年

春
秋
社
)
↓
歌
謡
集
成

小
西
甚

一
『梁
塵
秘
抄
考
』
(昭
和
十
六
年

三
省
堂
)
↓
小
西
考

小
西
甚

一
『日
本
古
典
全
書

梁
塵
秘
抄
』
(昭
和
二
十
八
年

朝
日
新

聞
社
)
↓
古
典
全
書

荒
井
源
司

『梁
塵
秘
抄
評
釈
』
(昭
和
三
十
四
年

甲
陽
書
房
)
↓
荒
井

評
釈
志
田
延
義

『日
本
古
典
全
集

歌
謡
集
上
』
(昭
和
九
年

日
本
古
典
全

(8
)

(9
)

⑩(U(12
)

(13
)

(14
)

§⑯◎憩

集
刊
行
会
)
↓
古
典
全
集

志
田
延
義

『梁
塵
秘
抄
評
解
』
(昭
和
二
十
九
年

有
精
堂
)
↓
評
解

志
田
延
義

『
日
本
古
典
文
学
大
系

和
漢
朗
詠
集

梁
塵
秘
抄
』
(昭
和

四
十
年

岩
波
書
店
)
↓
大
系

小
林
芳
規

・
神
作
光

一
・
王
朝
文
学
研
究
会

『梁
塵
秘
抄
総
索
引
』
(昭

和
四
十
七
年

武
蔵
野
書
院
)
『校
注

梁
塵
秘
抄
』
(昭
和
四
十
七
年

武
蔵
野
書
院
)
↓
総
索
引

新
間
進

一
「梁
塵
秘
抄
」
『日
本
古
典
鑑
賞
講
座
n

日
本
の
歌
謡
』
(昭

和
三
十
四
年

角
川
書
店
)
↓
鑑
賞
講
座

新
間
進

一
「梁
塵
秘
抄
」
『鑑
賞
日
本
古
典
文
学

歌
謡
H
』
(昭
和
五

十
二
年

角
川
書
店
)
↓
歌
謡
H

新
間
進

一
『日
本
古
典
文
学
全
集

神
楽
歌

催
馬
楽

梁
塵
秘
抄

閑
吟
集
』
(昭
和
五
十

一
年

小
学
館
)
↓
全
集

新
間
進

一

外
村
南
都
子

『
日
本
古
典
文
学
全
集

神
楽
歌

催
馬
楽

梁
塵
秘
抄

閑
吟
集
』
(平
成
十
二
年

小
学
館
)
↓
新
全
集

新
間
進

一

外
村
南
都
子

『完
訳
日
本
の
古
典

梁
塵
秘
抄
』
(昭
和
六

十
三
年

小
学
館
)
↓
完
訳

榎
克
朗

『新
潮
日
本
古
典
集
成

梁
塵
秘
抄
』
(昭
和
五
十
四
年

新
潮

社
)
↓
榎
集
成

浅
野
建
二

「梁
塵
秘
抄
」
『鑑
賞
日
本
の
古
典

今
昔
物
語
集

梁
塵
秘

抄

閑
吟
集
』
(昭
和
五
十
五
年

尚
学
図
書
)
↓
浅
野
注

武
石
彰
夫

「梁
塵
秘
抄
」
『研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
5

万
葉

・
歌

謡
』
(昭
和
六
十
年

明
治
書
院
)
↓
研
究
資
料
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(19
)

蓼霞
)

蓼留(24
)

馨

武
石
彰
夫

小
川
寿
子

『新
日
本
古
典
文
学
大
系

梁
塵
秘
抄

閑
吟

集

狂
言
歌
謡
』
(平
成
五
年

岩
波
書
店
)
↓
新
大
系

上
田
設
夫

『梁
塵
秘
抄
全
注
釈
』
(平
成
十
三
年

新
典
社
)
↓
全
注
釈

西
郷
信
綱

『日
本
詩
人
選
盟

梁
塵
秘
抄
』
(昭
和
五
十

一
年

筑
摩
書

房
)
(平
成
二
年

ち
く
ま
文
庫
)
(平
成
十
六
年

ち
く
ま
学
芸
文
庫
)

↓
西
郷
注

塚
本
邦
雄

『君
が
愛
せ
し
1
鑑
賞
古
典
歌
謡
』
(昭
和
五
十
二
年

み
す

ず
書
房
)
↓
塚
本
注

秦
恒
平

『N
H
K
ブ
ッ
ク
ス

梁
塵
秘
抄
-
信
仰
と
愛
欲
の
歌
謡
』
(日

本
放
送
出
版
協
会

昭
和
五
十
三
年
)
↓
秦
注

渡
辺
昭
五

『梁
塵
秘
抄
の
風
俗
と
文
芸
』
(昭
和
五
十
四
年

三
弥
井
書

店
)
↓
渡
辺
注

加
藤
周

一
『古
典
を
読
む

梁
塵
秘
抄
』
(昭
和
六
十

一
年

岩
波
書

店
)
↓
加
藤
注

(佐
々
木
聖
佳
)

一
一四
三
歌辮
撫
鰹
穣
議

【
翻
刻
】
○

ひ
か
し

の
山
王
お

そ
ろ
し
や
、

二
宮
ま

ら
う
と

の
行

事

の
た

か
の
み

こ
、
十
禅
師

や
ま
を
さ
ゆ

つ
る

き

の
三
宮

、
み
ね

に
は

八
王
子
ぞ

お
そ

ろ
し
き
、

【校

訂
本
文
】

○
東

の
山

王
お
そ
ろ
し
や

二
宮
客
人

の

行
事

の

高

の
御

子

十
禅
師
山

長
石
動

の

三
宮

峯
に
は

八
王
子
ぞ

お
そ

ろ
し
き

【校

訂
】
ゆ

つ
る
き
↓

ゆ
す
る
き

本

文
は

「
ゆ
徒
類
き
」
と
あ
る
が
、
「
ゆ
須
類
き
」
の
誤
写
と
考
え

る
。

(9
)
新
大

系

「誤
写
類

型
1
」

【類
歌

・
関
連
歌
謡

】

・
神

の
家

の
小
公
達
は

八
幡

の
若

宮

熊

野
の
若

王
子
子
守
御
前

吉
に
は
山

王
十

禅
師

賀
茂

に
は
片
岡
貴
船

の
大

明
神

(
二
四
二
)

日
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・
神

の
御
先

の
現
ず

る
は

早
尾
よ
山
長
行
事

の
高

の
御

子

牛

の
御

子

王
城
響
か

い
た
う
め

る
髪

頬
結
ひ

の

一
童
や

い
ち
ゐ
さ
り

八
万

に
松
童
善
神

此
処
に
は

荒
夷

(
二
四
五
)

・

一
品
聖
霊
吉
備
津

宮

新
宮
本

宮
内

の
宮

隼

人
前

北
や
南

の
神

客

人

艮
御
前

は
お
そ

ろ
し
や

(
二
七
〇
)

【諸
説

】
ひ
か
し

「比
叡
山
の
東
麓
」
⑯

榎
集
成

⑲

新
大
系
、
「王
城
の
東
」
旦

大
系
、
「東

方
」
(8

全
集

3

新
全
集

驚
)
完
訳
、
「京
都
の
東
に
あ
り
、
比
叡
山
の
東
麓
に
あ

る
故
」
谷
)
荒
井
評
釈

山
王

「大
宮
」
⑥

荒
井
評
釈

す
)
大
系

§

全
集

3

新
全
集

8

完
訳
、
「比
叡
山
の
山
王
権
現
」
愈

全
注
釈

お
そ
ろ
し

「神
威
が
高

く
霊
験
灼
然
に
し
て
冥
罰
た
ち
ど
こ
ろ
に
下
る
さ
ま
」
(6
)
荒
井
評
釈

す
)
大
系

(坦

新
大
系
、
「神
々
へ
の
畏
敬
」
⑫

全
集

9

新
全
集

§

完
訳
、
「畏
怖
」
⑳

全
注

釈

ま
ら
う
と
の

諸
注
異
説
な
し
。
日
吉
大
社
の
客
人
宮
と
す
る
。
「の
は
歌
調
を
調

え
る
語
」
(6
)
荒
井
評
釈

(14
)
新
全
集
、
「並
列
を
表
す
語
」
(9
)
大
系

(14
)
新
全

集

行
事
の

諸
注
異
説
な
し
。
日
吉
大
社
の
大
行
事
宮
を
指
す
と
す
る
。

た
か
の
み

こ

諸
注
異
説
な
し
。
日
吉
大
社
の
下
八
王
子
の
摂
社
、
高
の
御
子
社
と
す
る
。
「祭
神

は
比
叡
山
陀
我
神
の
子
の
意
で
、
陀
我
神
の
使
者
、
白
猿
と
さ
れ
て
い
る
」
⑥

荒
井
評

釈

十
禅
師

諸
注
異
説
な
し
。
日
吉
大
社
の
十
禅
師
宮
を
指
す
と
す
る
。

や
ま
を

さ
諸
注
異
説
な
し
。
早
尾
宮
の
摂
社
で
あ
る
山
長
社
を
指
す
と
す
る
。

ゆ
つ
る
き
の

諸
注
異
説
な
し
。
「ゆ
す
る
き
」
の
誤
写
、
大
行
事
宮
の
摂
社
、
石
動
社
と
す
る
。

三

宮

諸
注
異
説
な
し
。
日
吉
大
社
三
宮
と
す
る
。

峯
に
は

「牛
尾
山
」
琵
)
完
訳
、

「神
体
山
」
(19
)
新
大
系

八
王
子

諸
注
異
説
な
し
。
日
吉
大
社
八
王
子
宮
と
す
る
。

諸
注
、
賀
茂
神
社
の
摂
社
で
あ
る
片
山
御
子
社
と
す
る
。

全
体
の
解
釈

「社
名
を
列

挙
し
た
歌
謡
」
⑯

9

大
系

⑫

全
集

3

新
全
集

§

完
訳

愈

新
大
系

⑳
　

全
注
釈
、
「社
名
を
列
挙
し
、
真
剣
に
神
威
を
畏
し
さ
を
歌
う
の
で
は
な
く
、
散
文
形
式

を
歌
謡
に
し
た
だ
け
」
(6
)
荒
井
評
釈

【語
釈
】

ひ
か

し
の

東

の
。
王
城

の
東

の
意

で
あ

ろ
う
。
秘
抄

二
四
四
歌

「
仏
法
弘
む

と

て
、

天
台
麓
に
　
を
垂
れ

お
は
し
ま
す

光
を
和
ら
げ

て

塵

と
な
し

東

の
宮
と
そ
斎

は
れ
お
は
し
ま
す
」
、
同
四

一
七
歌

「大

宮
霊
鷲

山

東

の
麓
は

菩
提
樹
下

と
か

両
所

三
所

は
釈

迦
薬
師

さ
て
は
王
子
は
観
世
音
」
と
あ

る
。

日
吉
社

は
比
叡

山
の
東
麓
に
あ

り
、
そ
れ
を

「
東

の
宮
」
「東

の
麓

」
と
表

現
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
秘
抄

二
四
七
歌
に

「
王
城
東
は
近
江
、

天
台
山
王
峯

の
御

前
」

と
あ
り
、
日
吉
社
は

王
城

の
東

の
守
護

神
と
し

て
尊
崇

さ
れ

て
い
た

こ
と

か
ら
、

王
城

の
東
と
解
釈

し
た
い
。

山
王

日
吉
山
王
権
現
。
大
宮

を
山
王
と
呼

ぶ

こ
と
や
、
地
主
神

で
あ

る
二
宮

を
山

王
と
呼
ぶ
こ
と
、
山

王
の
摂
社
末
社
を

言
う

こ
と
も
あ

る
が

、

こ
こ
で
は

「山
王

お
そ

ろ
し
や
」

の
次

に
、

二
宮
か

ら
始
ま

り
、

八
王
子
ま

で
山
王
権
現

に
連
な

る
神

々
を
列
挙
し

て
い
る

こ
と
か
ら
、

日
吉
社
に
祭
祀

さ
れ

て
い
る
山

王
権
現
と
そ

の
春
属

で
あ

る
小
神
た
ち
を
指
す

と
考
え
る
。
東
本
宮
系

の
二
宮
、

十
禅
師
、
八
王
子
、
三
宮
と
、
西
本
宮
系

の
大
宮

、
聖
真
子
、
客
人
を
合
わ

せ
て

山
王
上

七
社

と
い
う
。
『
伊

呂
波
字

類
抄
』
十
巻

本

の
日
吉

の
項

に
は
、

「大
比

叡
、
号
大
宮

小
比
叡

号
二
宮

聖
真

子

客

人
宮

八
王
子

十

禅
師

三
宮

已
上
謂
之
七
社

王
子
宮

下

八
王
子

早
尾

行

事

巳
上
謂
之
+

一
社
」
と
あ

る
。
『神

道
集

』
八
者
高
座

天
王
事
に
は

「
比
叡

大
嶺
修
輝
寄
、
昔

彼
所
住
衆
生

擁
護
、
傳
教
大
師

此
山

一
乗
圓
宗
弘

時
、
山

王
椹

現
顯
」
と
あ

る
。
ま
た

「遙

其
最
初
尋
、
御
贔
頂
修

輝
石
上
、
常
樂

我
浄

四
徳
波

羅
蜜
波
懸
、

以
來

、
彼
峯

住

、
今
傳
教
大

師

一
乗

圓
宗

此
山
弘
、
麓

下
山
王
槽
現
顯
、
廿

一
社
内
、
上
七
社

申

、

一
宮
大
宮
法
宿
槽

現
號
、
御
本

地
大

恩
教
主
繹
迦

如
來
是
也
、

二
宮
名
地

主
椹

、
今
高
座
天
王
是

也
、
本
地
藥
師
如

來
是
也
、

三
宮

聖
眞
子
権

現
名
、
阿

彌

陀
如
來
也
、

四
宮
大

八
王
子
名
、
本
地

千
手
観
音
也
、

五
宮
客
人
宮
名

、
本

地
十

一
面
観
音
也
、

六
宮
十
輝
師
権
現
名

、
本
地
地

蔵
菩

薩
也
、

七
宮

第
三
王

子
名

、
本
地
普
賢
菩
薩
也

、
此
外
下

八
王
子

・
々
々
宮

・
大

行
事

・
早
尾
等

、
本

地
虚
空
蔵

・
文
殊

・
多

聞
天

・
不
動

明
王
等
也
、
総

上
中
下
合
廿

一
社

也
」
と
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あ
る
。
山
王

の
語

源
に

つ
い
て
は
、

「竪
三
鮎
横

一
鮎
加
、
三
諦
即
是
法
門
、
常

住
佛
會
妙
覧
、
朗
然

頓
味
高
山
也

、
横
三
鮎
賢

一
鮎

加
、
三
徳
秘
蔵
法

門
、
妙

法
頓
悟
藥
、
圓
頓
實

教
心
王
也
、
雨
字
念
願
即
山
王

二
字
也

」
(神
道
集
)
と
あ

る
。
お
そ
ろ
し
や

神
仏

に
対
し

て

「
お
そ
ろ
し
」
を
使

用
す
る
際
に
は
、

そ

の
神

威
、
霊
験
に
対
す

る
畏
怖

の
心
を

「お
そ
ろ
し
や
」

と
い
う
。
秘
抄

二
七
〇
番

「艮
御
前

は
お
そ

ろ
し
や
」
秘

抄

二
八
四
番

「
不
動
明

王
お
そ

ろ
し
や
」
。

「露

に
ぬ
れ
た
る
樒

一
枝

立

ッ
た
り
け

る

こ
そ
お
そ

ろ
し
け

れ
。
や
が

て
山

王

の
御

と
が
め
と
て
」
「山
王
お

り
さ
せ
給

て
、
や
う
や
う

の
御
託
宣

こ
そ
お
そ
ろ
し
け

れ
。
」

(
『平
家
物

語
』
覚

一
本

巻

十

四
願
立
)

と
あ
り
、
ど

ち
ら
も
山

王

の
神

威

の
顕
現
に
対

し
て

「お
そ

ろ
し
」
と

い
う
言
葉
が
使

わ
れ

て
い
る
。

二
宮

東
本
宮

と
も
。

二
宮
は
、

日
吉

の
地
主
神

で
あ
る
。
『
古
事
記

』
に
は
、

「次
に
大
山
上
咋
神
、
亦

の
名

は
山
末
之
大
主
神
、
此

の
神

は
近
淡
海

国

の
日
枝

の
山
に
坐
し
、
亦

葛
野

の
松
尾
に
坐
し

て
、
鳴
鏑
を
用

つ
神
ぞ

」
と
あ

る
。

「日

吉
社
禰
宜

口
伝
抄
」
に
は
、
「
二
宮

、
大
山
咋
神
自
神

代
領
此
地
、
故

日
地
主
明

神
、
相
殿

四
座

、
大
山
咋
神
、

玉
依

姫
神
、
玉
依
彦
神

、
別
雷
神
、
」

と
あ
り
、

「天
智
七
年
、
大

宮
造
営
之
後
、
以
當
社
日
小
比
叡
宮
」
と
も
あ
る
。
以
下
に
列

挙
さ
れ

て
い
る
諸
神
は
、
客

人
宮

を
除
き
、
す

べ
て
二
宮

の
小
神

た
ち
で
あ
る
。

ま
ら
う
と

の

客

人
の
。
「
の
」
は
詠
嘆

の
間
投
助
詞
。
白
山
宮
と
も
。
客
人
宮

は
、
上
七
社

の

一
つ
で
あ
り
、
祭
神

は
白

山
妙

理
権

現

で
あ
る
。
「
日
吉
社
禰
宜

口
伝
抄
」
に
は

「客
人
宮
、
所
祭

白
山
比
質
神
、

又
名
菊

理
姫
神
、
則
伊
　
奈

岐
、
伊
　
奈
美

之
奇
魂
也
」
と
あ

り
、

「厳
神
抄
」

に
は

「客
人

ノ
宮
ト
申

ハ
、

即
白
山

ノ
妙

理
権
現
ノ
御
事
也
、
妙

理
権
現

ハ
、

又
天
照
太
神

ノ
母
御
前
伊
　

再
尊

ニ
テ
御

ス
ナ
リ
、
或

ハ
伊
　
諾
、
伊
　
再

共

二
白
山

二
御

ス
ト
申
説

モ
在

之
、
客

人
ノ
宮
ノ
御
前

ニ
テ
、
岩
上

二
雪

一
尺
計
リ
積
リ

テ
、
其

上

二
神
躰
御

影
向
、
此
雪
絵

ノ
所
降

ラ
ザ
リ
ケ
リ
ト

云
々
」
と
あ

る
。
こ
の
逸
話
と
同
系

統

の

も

の
が
、
『
続
古
事

談
』
に
も
見
ら
れ
る
。
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
第

四

「白
山

神
輿

登
山
」

に
も
客
人
宮

の
縁

起
課
と
し

て

「比
叡
辻

ノ
神
主
ガ

夢

二
見
タ
リ

ケ
ル

ハ
、

戸
津
比
叡
辻

ノ
浦

二
、
イ

ミ
ジ

ク
飾

尋
常
ナ
ル
船

七
艘

有
、
日
中

ナ
ル

ニ

篶

ヲ
燃

ス
。
舟
ゴ
ト

ニ
狩
衣

二
玉
樺

ア
ゲ
タ
ル
者

ノ
、
北

へ
向
テ
舟

ヲ
漕

。
『
イ

カ
ナ

ル
人
ノ
御

物
詣
ゾ

』
ト

問
バ
、
『
白
山
権
現

ノ
神
輿

ノ
御
上
洛

ノ
間
、
御
迎

ニ
ト

テ
山

王
ノ
出
サ
セ
給
御
舟
也
』
ト
申
。
角

云
者

ノ
姿

ヲ
ミ
レ
バ
、
身

ハ
人
、

面

ハ
猿

ニ
テ
ゾ

有
ケ
ル
。

(中

略
)
能
美
ノ
山

ノ
峯

ツ
ヅ
キ

、
塩
津
、
海
津
、
伊

吹

ノ
山
、
比
良
ノ
裾
野
、
和
余
、
片
田
、
比
叡
山
、
唐

崎
、
志
賀

三
井
寺

二
至

マ
デ
、
皆

白
平

二
雪
ゾ
降

。
」
と

い
う
逸

話
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
ま

た
、
『
平

家
物

語
』
に
は

「白
山

の
神
輿
、
既

に
比
叡

山
東
坂
本

に

つ
か
せ
給
ふ

と
云
程

こ
そ
あ
り
け
れ
、
北

国
の
方
よ
り
、
雷
緩

く
鳴

っ
て
、
都

を
さ
し

て
な

り

の
ぼ

る
。
白

雪
く
だ
り

て
地

を
う
つ

み
、
山

上

・
洛
中
お
し

な

べ
て
、
常
葉

の
山

の

梢
ま

で
、
皆
白
妙

に
な

り
に
け
り
」

と
あ
り
、
客
人
宮

の
神

の
霊
威
は
、

降
雪

と

い
う
形
で
顕
れ

る
と
い
う

こ
と
が
わ

か
る
。

行
事

の

「
の
」
は

「客

人

の
」

に
同

じ
。
大
行
事
と

も
言

う
。
山
王
十

一
社

の

一
つ
で
あ
り
、
後

に
中

七
社

の

一
つ
に
組
み
込
ま
れ
た
。

早
尾
と
並
ん

で
山

王
権
現

の
有
力
な
巻
属
神

、
守
護
神

で
あ
り
、
御
先
払

い
の
神

と
し

て
猿

田
彦

神
に
比
定

さ
れ

た
所

か
ら
、
猿
行
事
と

も
よ
ば

れ
た
。
(選
釈
第

一
回

二
四
五

番
歌
)

「延
暦
寺
護
国
縁
起
」
巻
上

に
は

「大
行
事
宮

俗

形
。
非
普
通
人

髄

高
名
悪
神

也
。
此
大
神

天
地
開
關
之
時
倶
連

神
。
高
皇
産
霊
尊

。
地
主
権

現
傍
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大

行
事
ト
顕
レ
リ
」

と
あ
り
、
御
先
神

と
し

て
、
強

い
神

威
を
ふ

る

っ
て
い
た

神

で
あ
る

こ
と
が
わ

か
る
。

(↓
選
釈

二
四
五
歌
)

た
か

の
み

こ

高

の
御

子
。
下

八
王

子
の
小
社

の
神

で
、

下
八
王
子

の
東
側
南

端

に
祀
ら
れ

て
い
る
。

「日
吉
社
禰
宜

口
伝
抄
」
や

「
日
吉

山
王
位
階
形
像
記

」

等

に
そ

の
名

が
見
え
る
。
「
下
八
王
子
社
、
祀

天
照
大
神
奇
魂

、
前
五
柱
所

謂
五

男

神
之
幸
魂
日
、
八
取
、
早
取
、
若
宮

、
彌
高
、
高
御
子
也
」

(日
吉
社
禰
宜

口

伝
抄
)
ま
た
、
和

訓
栞
に
は

「た
か

の
み
こ
」
を

「
日
吉

の
社

に

て
猿
を

い
ふ

と
い

へ
り
」
と
あ
る
。
「
た
か
の
み
こ
い
と
も
あ
や
し
と

み
ま
し
け

り

さ
る
ま

ろ
を
し
も

ひ
き
た

て
て
と
や
」

(夫
木

和
歌

集

二
十
七
雑
部

)

「山
王

の
御

と

が

め
と

て
、
比
叡
山

よ
り
大
な

る
猿
ど

も
が

二
一二
千
お

り
く
だ

り
、
手

々
に
松

火
を
と
も
ひ
て
京
中
を
焼
く
と
そ
、
人
の
夢

に
は
見
た
り
け
る
」
(
『平
家
物
語

』

覚

一
本

巻

一

「内
裏
炎

上
」)

(↓
選
釈

二
四
五
歌
)

十

禅
師

山
王
十

一
社

の
神

の

一
つ
。

「中

古
横
川

ノ
香
積
寺
十

人
供
僧
中

二
、

一
人
智
行
兼
高
徳

人
在

テ
、
十
禅
師

ノ
中

二
其

一
人
、
現
身

二
山
王
ト
語
言

ヲ

申

通
ズ
ル
人
、
荒

人
神

ト
成
給

ヘ
リ
、
侃
十

禅
師
ト
申
也
」

(耀

天
記
)

「十
禅

師

権
現

ハ
、
天
照
太
神

ノ
御
孫

火
竣

々
杵
尊

ノ
御

事
」
「十
禅
師
権

現
ト

ハ
、
日

本

無
双
ノ
霊
社
、
天
下
第

一
ノ
明
神
ナ
リ
ト

云
々
」

(厳
神
抄
)
七
社
暑
記

で
は

「十

禅
師
荒
神
申
事

」
と
し

て
、
「爲

猿
悪
邪
欲
之
者
成
夫
惟
、
名
轟
齪
神

、
荒
神

也
」

と
あ
る
。

『源
平
盛
衰

記
』
巻

四

「殿
下
御
母
立

願
事
」

「出

羽
の
羽
黒
よ

り
上
た
る
身
吉
と
云
童
御

子
の
籠

た
り
け

る
が
、
十
禅
師

の
御
前

に
て
、
俄
に

狂

出
て
舞
乙

で
け

る
が
、
暫
有

て
死
入
け

り
。
何
者
ぞ
門
外

へ
鼻
出

せ
と
云
け

る
に
、
事

の
様
を
見
よ
と

て
、
大

庭
に
昇
居

て
守
之
。
や

ン
在
て
走
出

で
舞
乙
、

人
奇

特

の
思
を
成
処

に
、
汗

押
拭
申
け

る
は
、
衆
生
等
憾

に
き
け
、

我
に
は
十

禅

師
権
現
乗
居
さ
せ
給

へ
り
。
」
同
盛
衰
記

巻
五

「澄
憲
賜
血

脈
事
」

「十
禅

師

の
宮

の
造
合
よ
り
、
白
髪

た
る
老
女

一
人

現
じ

て
、
心
身

を
苦

ま
し
め
、

五
体

に
汗
を
流

て
、
我
に
十
禅
師

権
現
乗
居
さ

せ
給

へ
り
」
と
あ

り
、
十
禅
師
は

託

宣
神

で
あ

っ
た
。

(↓

選
釈

二
四

二
歌
)

や
ま
を
さ

山
王
十

一
社

の

一
つ
で
あ

る
早
尾

の
摂
社

に
祀
ら
れ

る
神

で
あ

る
。

「
日
吉

山
王
位
階
形
像
記
」
や

「日
吉
社
神
役
年
中
行
事
」
等
に
そ

の
名
が
見

え

る
も
、
詳
し

い
こ
と
は
不

明
で
あ

る
。
「早
尾
、
私
市
、
大
石
右
脇
、
已
下
五
社
、
自

北
至
南
、
山
長
、
勢
多
伽
童
子
、
」
(耀

天
記
)
「
早
尾
小
社

私
大
殿
左
脇
、
已
下

五

社
自

北
至
南
、
山
長
勢
多
賀
童
子
」

「山

長

劫
掲
羅
、
或
勢
多
賀

」

(日
吉
位
階

形
像
記
)
。
勢
多
賀
、
劫
掲

羅
は
ど
ち
ら
も
、
不
動

明
王
の
春
属
神

で
あ

る
八
大

童

子
た
ち

で
あ

る
。

八
大
童

子

の
中

で
も
、

こ

の
二
神
は

不
動

明
王

の
両
脇

に

据

え
ら
れ
、
右
に
勢
多
賀
、

左
に
劫
謁
羅

と
い
う
三
尊
形
式

で
絵
画
や
彫
像

に

表

さ
れ

る

こ
と
が
多

い
。

早
尾

の
神
は

『神
道

集
』
に
お

い
て
本
地
が
不
動

明

王

と
さ
れ

て
い

る
こ
と
か

ら
、
八
大
童
子

の

一
で
あ
る
勢
多
賀

童
子
が
比
定

さ

れ

た
か
。

(↓
選
釈

二
四
五
歌
)

い
す

る
き
の

石
動

の
。
「
の
」
は

「客
人

の
」
に
同
じ
。
山
長
と

同
じ

く
、
早

尾

の
摂
社

に
祀
ら
れ

る
神

で
あ
る
。
能
登
か
ら
勧
請
さ
れ
た
神

の
よ
う
で
、
「
日

吉
山
王
位
階

形
像
記
」
に
は
早
尾
小
社

の
項

に

「石
動
宮

明
星
天
子
、
能
登
国
神

也
、
山

長
並

社
」
と
記
載

さ
れ

て
い
る
。
『
延
喜
式

』
神
名
帳

に
は
、
能
登
郡
十

七
座

の

一
つ
と
し
て

「伊
須
流
支

比
古

神
社
」

の
名

が
あ
る
。

こ
の
社

は
、
石

川
県
鹿
島
郡
中
能
登
町
石
動
山

に
あ

る
社

で
、
能
登
国

の
二
宮

で
あ

る
。
『
神
道

集
』
巻
第

四

「能
登

国
石
動
権

現
事
」
で
は
、
「抑
此
権

現
者
、
男
躰

女
躰

倶

二

立
玉

ヘ
リ
、
先

ツ
男
躰

ハ
本
地
虚
空
蔵
、

(中
略
)
次

二
女
体
者
、
本

地

ハ
如
意
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輪
観
音
ナ

リ
」
と

あ
り
、
石
動
権
現
は
男
女

の
神

で
あ

る
こ
と
が
窺
え
る
。
伊
須

流
支
比
古

神
社
に
祀

ら
れ
る
五
柱

の
神

(大
宮

・
客

人

・
火
宮

・
梅
宮

・
剣
宮

)

を

五
所

権
現
と
呼

ぶ
。
客
人
宮

に
は
白
山
比
嘩
神
が
祭

祀
さ
れ

て
お

り
、
白

山

と

の
強

い
結
び

つ
き
が
窺
え

る
。
考
察

参
照
。

三
宮

牛
尾

山

の
峯

上
に
、

八

王
子
と
並
ん

で
鎮
座

し

て
い
る
女

神

で
あ

る
。

「
三
宮
事

、
貴

女
三
人
顕
給
故
、
三
宮
云
也
」

(耀
天
記
)

「三
宮
権
現

ハ
、
八
王

子
ノ
御

兄
弟

八
人
ノ
内
、

三
女

ノ
神

二
別

二
齋

シ
顕

レ
奉

ル
故

二
、

三
ノ
宮

ト

號

奉
ル
、
第

三
ノ
影
向
ト
申

ニ
テ

ハ
非
ズ
、
只

三
女

ノ
神
ヲ
以

テ
三
宮
ト
申

ナ

リ
」

(厳
神
抄
)

「三
宮
御
分

三
宮

女
形
桓
武

天
皇

即
位
延
暦
六
年
、
従
空

乗

紫
雲

、
女
人
形
、
八
王
子
金
大
巖
傍
天
降
、
手
持
法

華
経

、
大
師
奉

見
之
崇
、
三

宮
権
現
、
」

(
七
社

暑
記
)

峯
に
は
八

王
子
ぞ

峯
と
は
、

八
王
子
と
三
宮
が
鎮

座
し

て
い
る
牛
尾
山

を
指

す
。
牛
尾
山

に
は
、
金
大
巖

と
呼
ば

れ
る
巨
大
な
岩

が
あ
り
、

こ
の
巖

の
両
脇

に
、
三
宮
と

八
王
子
が
並
ん

で
祭

祀
さ
れ

て
い
る
。
も
と
も
と
、
地
主
権

現
が

来
臨
し
た

の
が

こ
の
金
大
巖

の
上
で
あ
り
、
来
臨

の
際
に
共
に
天
下

っ
た

八
人

の
童
子
が
八
王
子

で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
「上
代

日
吉
神
社
申
者
、
今
八
王
子

社
也
、
此
峯
在

比
叡
山
東
尾
、
又
日
牛

尾
、
」
(
日
吉
社
禰
宜

口
伝
抄
)

「八
王
子

宮
事
、
大
舎
人

頭
成
仲
宿

禰
総
官
禰
宜

説
云
、
此
瑚
大
宮
始

テ
天
降
住
御

之
刻

、

自
八
王
子
峯
、

八
人
童
子
ビ

ン
ズ

ラ

ユ
ヒ

テ
、
下
臨

御
テ
、

田
楽

ヲ
シ
テ
大

宮

ヲ
奉
饗
応
給

リ
、
自
其

田
楽

ノ
本
座

ハ
、
八
王

子
ノ
御

輿
ノ
御
共

ニ
テ
御
祭

ノ

時

モ
候
也

云
々
、
其

八
人
童

子

ノ
形

ハ
、

此
山

ノ
神

ニ
テ
住
給

ヘ
リ
、
」

(耀

天

記
)
「
八
王
子
権
現

ト
申

ハ
、
天
照
太
神
ノ
御
子

五
男
三
女

八
王
子

ニ
テ
御
座

ナ

リ
、
…
匡
房
扶

桑
明
月
集

ニ
ハ
、
八
王
子
権
現
ヲ
バ
國
挾
槌
尊
ト
云
々
…
八
王
子

権
現

八
千
ノ
御
子
ト
顕

レ
テ
、
八
王
子
山

ノ
猿

ノ
馬
場

ヨ
リ
、
五
色
雲

二
乗
テ

大
宮

ノ
社
壇

二
至

テ
止

テ
、
田
楽

シ
テ
大
宮
権

現
ヲ
慰

メ
申

サ
セ
玉
ピ
ケ

リ
、
」

(厳
神
抄

)

「近
江
國
滋
賀

郡
小
比
叡
、
東
山
金
大

巌
傍

天
降

、
八
人
皇

子
引
率

天
降
、
言
八
王
子
也
」

(七
社
暑
記
)

「表
白

の
詞
に

い
は
く
、
『
我
等

な
た
ね

の

二
葉
よ

り
、
お
ほ
し

た
て
給
ふ
神
た
ち
、
後

二
条

の
関
白

殿
に
、
鏑
箭

一
は
な

ち
あ

て
給

へ
、
大

八
王
子
権
現
』
と
た
か

ら
か
に
ぞ
祈
誓

し
た
り
け

る
。
や
が

て
其
夜

不
思
議

の
事

あ
り
。
八
王
子

の
御
殿

よ
り
、
鏑
箭

の
声
出

で
て
、
王
城

を
さ
し

て
、
な

ッ
て
ゆ
く
と
そ
、
人

の
夢

に
は
見
た

り
け
る
。
其
朝
関

白
殿

の

御
所

の
御

格
子
を
あ
げ

た
る
に
、
唯
今
山

よ
り
と

ッ
て
き

た
る
や
う

に
、
露

に

ぬ
れ
た

る
樒

一
枝
立

ッ
た
り
け
る

こ
そ
お
そ

ろ
し
け

れ
。
」
(『
平
家
物

語
』
巻

一

「願
立

」
)

こ
の
神

も
ま
た
、
霊
威

の
発
現
に

よ

っ
て
お

そ
れ
ら
れ
た
神

で
あ

っ

た
。

(【
考
察

】
参
照
)

【考
察

】

『梁
塵

秘
抄
』

四
句

神
歌
に
は
、

日
吉

山
王

の
神

々
に
ま

つ
わ

る
今

様
が
数

多

く
採

録
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
二
四
三
番

歌
も
、

日
吉

山
王
権
現

と
そ

の
小
神

た
ち

の
神
威

と
そ
の
お
そ
ろ
し
さ
を
歌

い
あ
げ

る
も

の
で
あ
る
。
「
東

の
山
王
お

そ

ろ
し
や
」
と
、
第

一
句

で
山
王

の
神

々
の
霊
威
高
き

お
そ

ろ
し
き
様

子
を
歌

い
、

そ
の
後
、
山
王

に
連
な
る

「お

そ
ろ
し
」
と
さ
れ

る
神

々
の
名

を
連
ね

て

い
く
。

そ
し

て
最
後

に
は

「峯
に
は

八
王
子
ぞ

お
そ

ろ
し
き
」
と
、
再
び

「お

そ

ろ
し
」
と
い
う
形
容

詞
を
用

い
る
こ
と
に
よ

っ
て
山

王
十

一
社

の
神

の

一
つ

で
あ

る
八
王
子

の

「
お
そ
ろ
し
」
さ
を
強

調
し
て
終
わ

っ
て

い
る
。

選
釈

二
四

二
番
歌

に
み
え
る
十
禅
師

は
託
宣

を
行
う
、

崇
り
な
す
強

力
な
神

で
あ

っ
た
。

二
四
五
番

歌
に
お

い
て
歌
わ

れ
た
早
尾
、
山

長
、
行
事
、

高

の
御
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子
、
牛

の
御

子
も
、
荒

々
し
い
霊
威

を
ふ

る
う
御
先
神

で
あ

っ
た
。

こ
の

二
つ

の
歌
と

二
四
三
番
歌

に
歌
わ
れ

て
い
る
神

々
の
多
く

が
重

な
り
を
見

せ
て
い
る

が

、
そ
れ
以
外

の
客

人
宮

、
石
動
、

三
宮
、
八
王
子
、

そ
し

て
そ
れ

ら
を
束

ね

る
二
宮

も
ま
た
、
同
じ
よ
う
な

「お
そ

ろ
し

」
い
性
質
を
持

つ
神
な

の
で
あ
る
。

客
人
宮

は
、
白
山
か
ら
勧
請

さ
れ

た
神

で
あ
る
。
『
源
平
盛

衰
記
』
で
は
、
「涌

泉
寺
喧

嘩
事
」

に
お
い
て
、
白
山
中
宮

の
末
寺

で
あ

る
涌
泉

寺
に
お

い
て
、

目

代

が
狼

籍
を
働

い
た
た
め
に
、
白
山

の
衆

徒
が
蜂
起

し
、

延
暦
寺
を
頼

る
逸

話

を

記
載

し
て

い
る
。
こ
の
逸
話

や
、
『源

平
盛
衰
記
』
の
客

人
宮

の
縁
起
諌

(客

人
宮

項
参
照
)
か

ら
、

白
山
と
比
叡
山

が
強
く
結
び

つ
い
て
お
り
、

そ
の
た
め

に
白
山
か
ら
勧
請

さ
れ
た
客
人
宮
が
、

上
七
社

の

一
と
し
て
重
く
扱
わ
れ

た
こ

と
が
読
み
取
れ

る
。

石
動

は
、
能
登
と
関
わ
り

の
あ

る
神

で
あ
る

こ
と
が
、
「
日
吉
山

王
位
階

形
像

記

」
の

「
石
動
宮

明
星
天
子
、
能
登
国
神
也
、
山

長
並

社
」
か
ら
わ
か

る
が
、
式

内
社

で
あ
り
能
登

国
二
宮

で
あ
る
伊
須
流

支
比
古
神
社

に
は
、
古
縁
起
が
残

さ

れ

て
お
り
、

こ
の
社

に
は

「金
剛
謹
大
宝
満

宮
縁
起
」
と

冒
頭
に
記
さ
れ
た
縁

起

が
残

さ
れ

て
い
る
。

元
和

九
年

(
一
六

二
三
)
西
塔
院
時
慶

・
時
興

の
父

子

が

旧
記
に
修

正
を
加
え
、
清
書

し
た
も

の
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
縁
起

に
よ

る
と
、

「天
地
開
關
須
弥
百
億
於

、
倖
都
而

四
洲
、
然
南
閻
浮
提
各

在
護
命

、
其

護
命

云
石
也

、
三
名
朝
字
動
字
竹
字
云
、
此

三
石
於

三
千
大
世
界
為
枝
葉
累
広
、

故

三
千
大
世
界
名
」
と
あ
り
、

三

つ
の
石
は

そ
れ
ぞ

れ
天
下

り
、
其

の
う
ち

の

一
つ
で
あ

る
動
字

は
、
「動
字
玲
瑠
涌
在
金

剛
証
大
宝
満
宮
」
と
な

っ
た
。

こ
の

動
字
を
護
持
す

る
た

め
に
、
天
目

一
箇
神
が
峯

に
降

り
、

「福
祐
自
在
天
目

一
箇

尊
預
座
在
峰

、
名
金
剛
証
宝
満
峰

石
動
山
」

と
な

っ
た
と

い
う
。

ま
た
、

新
縁

起

は
承
応
八
年

(
一
六
五
三
)
林
羅
山
が

記
し
た
も

の
で
、
「
北
陸

道
能
登
郡
石

動

山
、
昔
聞
星
墜
為

三
石
、
象
天
有

三
光
也
、
或

日
石
自
天
漢
流
下

、
故
日
石

動
山
、
延
喜
式
所
載
能
登
国
伊
須
流
岐
比
古

神
社
是
也
、
石
動
此

云
伊
須
流
岐
、

此
山
者

泰
澄
法
師
之
所

開
也
、
蓋
与
白

山
霊
神
同

一
体

也
」
と
あ

り
、
古
縁

起

を
簡
略

化
し
た
上

で
、

白
山
と
同

一
神

で
あ
る
と
述

べ
て
い

る
。

(
『
石
川
県
鹿

島
町
史

資
料
編
』
参

照
)

そ
れ
ぞ

れ
に
強

い
神
威

を
発
揮
し
、

畏
怖

の
念
を

こ
め
て
尊
崇
さ
れ

て
い
た

日
吉

の
神

々
で
あ

る
が

、
こ

の
中

で
も
、

最
も
重
要
視

さ
れ
、
お

そ
れ

ら
れ
て

い
た

の
は
、
八
王
子

の
神

で
あ

る
、

「峰
に
は

八
王
子
ぞ

お
そ

ろ
し
き
」
と
強

い

調

子
で
、
八
王
子

の
そ
の
お
そ

ろ
し
さ

を
歌
い
上
げ

て
い
る
。

八
王
子
も
ま
た
、
十
禅
師

の
神
と
同
様

に
、
強
力
な

呪
誼
神

で
あ

り
、

託
宣

神

で
も
あ

る
。

『
平
家
物

語
』
覚

一
本
巻

一

「願
立

」

で
は
、

八
王
子

の
神

矢

に
よ

っ
て
関
白
師
通
が
倒
れ

る
説
話

が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
「表
白

の
詞
に
い
は

く
、
『
我
等
な
た
ね

の
二
葉
よ

り
、
お
ほ
し
た

て
給

ふ
神

た
ち
、
後

二
条

の
関
白

殿

に
、
鏑
箭

一
は
な
ち
あ

て
給

へ
、
大

八
王
子
権
現
』

と
た
か
ら
か

に
ぞ
祈
誓

し
た
り

け
る
。
や
が

て
其
夜

不
思
議

の
事
あ

り
。
八
王
子

の
御

殿
よ
り
、
鏑
箭

の
声
出

で
て
、
王
城
を
さ
し

て
、
な

ッ
て
ゆ

く
と
そ
、
人

の
夢

に
は
見
た

り
け

る
。
其
朝

関
白
殿

の
御
所

の
御
格

子
を
あ
げ
た

る
に
、
唯
今
山

よ
り
と

ッ
て
き

た
る
や

う
に
、
露
に
ぬ
れ
た

る
樒

一
枝
立

ッ
た

り
け
る

こ
そ
お

そ
ろ
し
け
れ
。
」

と
あ
り
、

そ
の
後
関
白
師
通
は
病

を
受
け

て
倒
れ

て
し
ま
う
。
師

通

の
母
は

日

吉

に
七

日
間
参
籠

し

て
い
る
と
、
満

願

の
夜
に

八
王
子
社

の
前

で
童

神
子

の
託

宣

を
う
け

る
。

日
吉
社
に
寄
進
を
行

う

こ
と

で
師

通
は
し
ば

し

の
延
命
を
授
か

る
が
、
そ

の
後

ま
も
な
く
身
ま
か
る

こ
と

と
な
る
。
『
源

平
盛
衰

記
』
巻

四

「殿
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下
御

母
立

願
事
」

に
は
、

死
後
も

八
王

子
権

現
に
苦
し

み
を

う
け
る
師
通

の
姿

が
描

か
れ
て
い
る
。
「関
白
殿
莞
去

の
後

、
八
王
子
と

三
宮

と
の
神
殿

の
間
、
磐

石
あ
り
。

彼
石

の
下

に
、
雨

の
降
夜
は
、

常

に
人

の
愁
吟

す

る
声

聞
え
け
り
。

参
詣

の
貴

賎
あ
や
し

み
思

け
り
。
余
多
人

の
夢

に
見
け

る
は
、
束
帯

し
た

る
気

高

上
騰

の
仰
に
は
、
我
は

こ
れ
前
関
白
従

一
位

内
大
臣
師
通
也

。
八
王
子
権
現

我
魂

を
此
岩

の
下

に
籠

置
せ
給

へ
り
。

さ
ら
ぬ
だ
に
悲
、
雨

の
降

夜
は
石
を

と

り
て
責
押
に
依

て
、
其
苦

み
難
堪
也
と

て
、
石

の
中
に
御
座

と
そ

示
給
た
り
け

る
。
」
と
あ
り
、
死
し
て
猶

許
さ
れ

る
こ
と

の
な

い
、
八
王
子
権
現

の
冥
罰

の
恐

ろ
し
さ
が
、
ま
ざ

ま
ざ

と
描
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、
『
太
平
記

』
巻

十
七
に
は
、

足
利
軍
が
比
叡
山

を
攻
め
上
り
、
横
川

ま
で
押
し
寄
せ

て
き

た
際
に
、

八
王

子

権
現
が
童

に
悪
き
、
託
宣
を
行

っ
た
逸
話
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
「御
廟

の
材
木

を
元
に
戻
せ
ば
、

早
尾
と
大
行
事

を
遣

わ
せ

て
、
明

日
の
午

の
刻
に

で
も
敵

を

追

い
払
お
う
」

と
い
う
内
容

の
託
宣

で
あ

っ
た
が
あ
ま

り
に
信
じ
が
た

い
託
宣

で
あ
り
、
そ

の
場

の
衆
徒

の
胸
中

に
隠

さ
れ
、
人

々
に
知
れ

わ
た
る

こ
と
は

な

か

っ
た
が
、

早
朝

に
早
尾

・
大
行
事
社

か
ら
猿
が
多
数

群
れ
を
な
し

て
あ
ら

わ

れ
、
鐘
を
う
ち

な
ら
し
た
。
そ

の
後
、

八
王
子
権
現

の
託
宣
ど

お
り
に
足
利

軍

は
撤
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
大
将
高
師
重

は
衆

徒
に
捕

ら
え

ら
れ
た
。

こ
こ
で

も
、
八
王
子
権

現

の
神
威

の
強
さ
を
窺

い
知
る

こ
と
が

で
き

る
。

日
吉
に
は
、
神
輿

振
り
と

い
う
強
訴

の
方
法
が
あ

っ
た
。
朝

廷
の
決
定
を
覆

さ
せ
る
た
め

に
、
神

輿
を
持
ち
出
し
、

門
前
や
陣
頭
、
橋

の
上
な
ど
に
振
り
捨

て
る

の
で
あ

る
。
日
吉
の
神
人
た
ち
が
訴

え
を
起

こ
す
際

に
、

た
び

た
び
御
輿

振
り
を
行

っ
て
い
た
こ
と
は

『
百
錬
抄

』
や

『
平
家
物
語
』
諸
本
等
に
記
さ
れ

て

い
る
。
『
平
家
物
語
覚

一
本
』
第

一
巻

「御
輿

振
」
に
は

「さ

る
程

に
、
山
門

の

大

衆
、
国

司
師
高

を
流
罪

に
処

せ
ら
れ
、
目
代
近
藤

判
官
師
経
を
禁
獄

せ
ら

る

べ
き
由
奏
聞
度

々
に
及
と

い

へ
ど

も
、
御
裁
許
な

か
り
け
れ
ば
、

日
吉

の
祭
礼

を
う
ち
と
ゴ
め
て
、
安
元
三
年

四
月
十

三
日
の
辰

の

一
点
に
、
十
禅
師

・
客

人

・

八
王
子
、

三
社

の
神

輿
、
責

り
奉

り
て
。
陣
頭

へ
振

奉

る
。
」
と
あ

る
。
ま
た
、

嘉

承
三
年

三
月
の
神

輿
振

り
で
は
八
王
子

・
客
人

の

二
社

の
神
輿

が
持
ち
出
さ

れ
、
保
安

四
年
に
は

三
聖

と
三
宮

の
神
輿

が
、
保
延

四
年

に
は
八
王
子

・
客
人

・

十
禅
師

の
神
輿

が
、
久
安

三
年

、
延
暦
元
年
、
嘉

応
元
年

に
は
三
社

の
神
輿
が

こ
の
神
輿
振

り
で
担
ぎ

出
さ
れ

て
い
た
。
特

に
十
禅

師
、
客

人
、

八
王
子

の
三

社

の
神
輿

は
、

何
度
も
神
輿
振

り
に
担
ぎ

出
さ
れ

て

い
る
こ
と
が

わ
か

る
。
神

輿
振
り
は
、
振

り
捨

て
ら
れ

た
神
輿

の
霊
威
が
高

く
、
畏
怖

心
を
喚

起
さ

せ
る

も

の
で
な

け
れ
ば

意
味
が
無

い
。
朝
廷

の
裁
断

を
揺
る
が

せ
る
た
め
に
は
、

そ

の
振
り
捨

て
ら
れ
た
御
輿

の
神

威
が
お

そ
ろ
し
く
、
触
れ

る
こ
と
も
撤
去
す

る

こ
と
も

で
き

な
い
も

の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
か
ら
だ
。

そ
の
た
め
、
神
輿
振

り
に
登
場
す

る
神
輿
は
、

日
吉
山
王

の
中

で
も
、
よ

り

「お

そ
ろ
し
」
と
人

々

が
感
じ

る
神
輿

で
あ

っ
た

は
ず

で
あ
る
。

八
王
子
権
現
を
筆

頭
に
、
神
輿
振
り

に
担
ぎ

出
さ
れ

る
十
禅
師
、
客
人
、
「高

名

悪
神
」

と
呼
ば

れ
た
大
行
事

、
そ
し

て
そ
れ

ら
を
束
ね

る
古

く
か
ら

日
吉

の

地
に
鎮
座
し
て
い
た
地
主
神

二
宮
な
ど
、
当
時

の
人
々
に
と

っ
て
は
、
こ
の
歌

に

歌

い

こ
ま

れ
た
神
は
、
ど

の
神
も
霊
威

が
猛

々
し

い
お
そ

ろ
し
き
神

々

で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ

る
。

こ
の
歌
は

、
荒
井
評
釈
を
始

め
と
す

る
諸
注

が
指
摘
す

る

よ
う
な
単

に
日
吉

の
諸
社
を
列
挙

し
た

の
み
の
歌

謡

で
は
な

く
、

京
よ
り
東
方

に
位
置
す

る
山

王
の
春
属
神
た

ち
に
対
す

る
畏
怖

の
心
を
、
実
感

を

こ
め

て
歌

い
上
げ

、
冥

罰
で
は
な
く

そ
の
加
護

を
願

い
、
歌

っ
た
も

の
で
あ
る
と
考

え
ら
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れ

る

。

二
五
九
歌

(松

石
江
梨
香
)

な

ふ

ム

ド

キ

◇
毒

権
秘
丸
潔

瀞
φ
ま
ず
漁
胃
汲
羅

∴薫

一脇

り
み

i

'ー

・老

モ
尋
ー
ζ
娩
母
滝

落

工

子

、
.

=
.
・

.

.
宴

,
、

.跨

,

.

【
翻
刻
】
○
く
ま

の
の
権
現
は
、
な
ぐ

さ

の
は
ま

に
こ
そ
を
り
た
ま

へ
、

わ
か

の
う
ら
に
し
ま
し
ま

せ
は
、
と
し
は
ゆ

け
と
も
若

王
子

【校
訂
本
文
】

○
熊
野
の
権
現
は

名
草
の
浜
に
こ
そ
降
り
た
ま
へ

若
の
浦
に
し
ま
し
ま
せ
ば

年
は
ゆ
け
ど
も
若
王
子

【類
歌

・
関
連
歌
謡
】

・
熊
野
の
権
現
は

名
草
の
浜
に
ぞ
降
り
給
ふ

和
歌
の
浦
に
し
ま
し
ま

せ
ば
歳
は

ゆ
け
ど
も
若
王
子

(梁
塵
秘
抄
口
伝
集
巻
第
十
)

・
熊
野
の
権
現
は

名
草
の
浜
に
ぞ
降
り
た
ま
ふ

海
人
の
小
舟
に
乗
り

た
ま
ひ

慈
悲
の
袖
を
ぞ
垂
れ
給
ふ

(秘
抄
四
一
三
歌
)

・
い
や
く
ま

の
Σ
こ
ん
け
ん
わ
か
宮
は

い
や
わ
か

の
う
ら
に
そ
を

は
し

ま
す

い
や
わ
か

の
う
ら
に
ま
し
ま

せ
は
や

い
や
し

ゆ
し
や
う

の
み
か

ひ
を
み
て
た
ま
ふ

い
や
く
ま

の
に
は

む
す

ふ
は
や

玉
ゑ

つ
み

こ
よ

い

や

な
る
玉
と
う
し

に
や
く

い
ち

の
御

せ
ん

(天
文
本
伊

勢
神
楽
歌

く
ま

の
の
歌
)

【
諸

説

】

く
ま
の
の
権
現

「熊
野
坐
大
神
は
証
誠
大
権
現
」
(⑥

評
釈
)

「熊
野
十
二
所
権
現
の

五
所
王
子

の

一
体
若

一
王
子
」

(9

大
系
)
以
下

§

集
成

㊧

新
大
系

⑳

全
注

釈
も
こ
れ
に
従
う
。

な
く
さ
の
浜

「名
草
の
濱
-
今

の
海
草
郡
。

「数
し
ら
ぬ
身
よ

り
あ
ま
れ

る
お
も
ひ
に
は
な
ぐ
さ
の
は
ま

の
か
ひ
も
な
き
か
な
」

(宇

津
保
物
語
-
祭
の

使
)。」

((4
)
考
)
「今

の
海
草

郡
に
あ
る
」
(
ε

全
書
)
「和
歌
浦

の
東
辺
紀

三
井
寺
村

毛
見
浦

一
帯
の
海
浜
で
あ
る
。
昔

の
名
草

郡
で
、
北
方
に
名
草
山
が
あ
る
。
倭
姫
命
世
記

に

「崇
神
天
皇
五
十

一
年
、
大
神
遷
木
乃
国
奈
久
佐
浜
宮
」
と
あ
る
。」
(
⑥

評
釈
)
「紀

三
井
寺

の
所
在
が
名
草
山

の
半
腹
で
、
西
の
和
歌
ノ
浦
か
ら
半
里
、
名
草
山
西
麓

一
帯
の

海
岸
が
名
草

の
浜
。

こ
れ
か
ら
東
南
に
湾

入
し

て
藤
白
に
至
る
。」

((9
)
大
系
)
「和
歌

山
市

の
紀
三
井
寺

の
あ
る
名
草
山
近
辺
の
浜
。」
(§

全
集
)
「『若

の
浦
』
と
同
所
。
今

の
和
歌
浦
」

((16
)
集
成
)

「名
高

(方
)
の
浜
か
。
狭
義

の
名
草

の
浜
で
は
不
可
解
。」

((19
)
新
大
系
)
な
ど
。

を
り
た
ま

へ

(4
)
考
は
、
「西
天
摩
詞
陀
国
大
王
慈
悲
大

顕
王
」
が

「崇
神
天
王
即
位
元
年
秋
八
月
」
に

「紀
伊
国
室

ノ
コ
ホ
リ
ニ
ト
ゴ
マ
リ

(中

略
)
イ

マ
マ
サ
シ
ク
熊
野
ノ
権
現
ト

ア
ラ
バ
レ
タ

マ
フ
」
と
い
う

「諸
神
本
懐
集
」

の
記

事
を
ひ
く
。
「お
降
り
に
な

っ
て
鎮
座
せ
ら
れ
て
い
る
」
(
(9
)
大

系
)

「降
臨
な
さ
る
の

だ
」

(8

全
集
)

「鎮
座
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」

(§

集
成
)
「鎮
座
す
る
」

((⑳

全

釈
)

わ
か

の
う
ら

「雑
賀
埼
か
ら
毛
見
埼
に
い
た
る
浦
。
若
を
掛
け
た
」
(T
)
考
)

紀
伊
名
草
郡

(今
は
海
草
郡
)
に
あ
る
名
勝
地
。
雑
賀
崎
よ
り
毛
見
崎
ま
で
の
紀
三
井
寺

村

一
帯

の
海
浜
。
昔
は
弱
浜
と
も
言

つ
た
。
万
葉
集
巻
六

「若
の
浦
に
潮
み
ち
く
れ
ば
潟

を
な

み
葦
辺
を
さ
し
て
田
鶴
鳴
き
わ
た
る
」

(山
部
赤
人
)
」
(谷
)
評
釈
)
「和
歌
山
市
に

あ

る
。
歌
枕

と
し
て
著
名
」

(
(馨

全
集
)
「和
歌
浦
湾

の
奥
で
、

「片
男
波
」

の
砂
嚇
に

よ

っ
て
囲
ま
れ
た
部
分
。
和
歌
川
と
紀
三
井
寺
川
と
が
注
ぎ

込
む
」
(
愈

全
注
)

若
王

子

「玉
津
島
神
社
を
さ
す
か
。
祭
神
、
稚

日
女
尊
。」

((4
)
考
)
(四

全
注
も
こ
れ
に

従
う
。

「藤
白

(代
)
若

一
王
子
社
」

((6
)
評
釈
)
「若

一
王
子
社

(藤
代
王
子
)
は
紀

伊
国
海
草
郡
藤
白

の
浦
に
あ
り
、
本
地
十

一
面
観
音
。
」
(
(9
)
大
系
)

「藤
白
若

一
王
子

社
か
」

((13
)
全
集
)
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【
語
釈
】

く
ま

の
の
権
現

熊
野

の
権
現
。
「権

現
」
は

「権

(か
り
)
に
現

れ
る
」
の
意

。

日
本

の
神

々
は
仏
菩

薩
が
衆
生
済
度

の
た
め
に
仮

の
姿
で
現
れ
た
と
す

る
本
地

垂
述
思
想
に
基
づ

い
た
呼
称
。
霊
威

あ
る
有
力
な
神

々
に
用
い
ら
れ

た
。
熊

野

で
は
、
家
津
美
尊
、
結
、
速

玉
の
三
神

を
三
所
権
現
、
若

一
王
子
、
児
之
宮
、
子

守
宮
、
飛
行
夜

叉
な
ど
を
加
え

た
十

二
神
を
十

二
所

権
現
と
称
し
た

。
三
所

の

本
地
は
、
家
津

美
が
阿
弥
陀
、
結
が
千
手
観
音
、
速

玉
が
薬
師
。

(熊

野
草

創
由

来
雑
集
抄
)
若

一
王
子
は
十

一
面
観
音
。

「熊

野
権
現
者
、
自

天
降
中

天
竺
摩
端

陀
国
、
名
慈
悲

大
顕
王
、
又
日
家

津
美
尊
、
」

(熊
野
山
略
記
)
。

す
)
大
系
、

(16
)
集
成
、

(19
)
新
大

系
な
ど
、
末
句

の
表
現
か

ら
こ
れ
を

「若

王
子
権

現
」

の
こ
と
と
す

る
が
、
後
掲

の
よ
う
に
本
歌
は
、
十

二
所
権
現

の
藤
代

の
地

へ
の

垂
　
を
歌

っ
た
も

の
で
あ

る
か

ら
、
若
王
子
だ
け

に
限
定
す

べ
き

で
は
な
い
。

な
ぐ
さ

の
は
ま
に

こ
そ
を
り
た
ま

へ

名
草

の
浜
に
こ
そ
降

り
た
ま

へ
。
「
口
伝

集
巻
十
、
四

一
三
歌
と
も
に
、
「名
草

の
浜
に
ぞ
降
り
た
ま
ふ
」
に

つ
く

る
。
「を

(降
)
る
」
は
神
霊
が
降
臨

す
る
こ
と
。
「大
将

軍
こ
そ
降
り
た
ま

へ
」

(秘
抄

二

六
九
歌
)

「
ち
こ

の
御
前

そ
を
り
た
ま
ふ
」

(
天
文
本

伊
勢

神
楽
歌

・
ち
こ
の
御

前

の
寄
)
。
名
草

の
浜
は
、
旧
紀
伊
国
名
草
郡

の
中
央
部

の
海

浜
に
面
し
た
孤
峰

名
草
山

の
麓

に
広
が

る
浜
を
い

っ
た
。
『
和
歌
山

県
の
地
名

』
は

『類

字
名

所
集

を
引

い
て
、
「名
草

浜
は
北

の
名

草
山
、
南
西

の
船

尾
山
系

の
問
に
あ
る
浜
辺

一

帯
を
指
し

て
呼
ば

れ

て
い
た
」

と
す

る
。
か

つ
て
雑

賀
山
か
ら
名
草
山
、

船
尾

山

に
か
け

て
広
が

っ
て
い
た
若

の
浦

が
名
草
郡

の
陸
岸

と
接
し

て
い
た
海

浜
を

広

く
総
称

し
、
後

の
毛
見

の
浜

や
名

高
、
鳥
居

の
浦

の
浜
な
ど
も
名
草

の
浜

の

一
部

で
あ

っ
た
も

の
と

思
わ

れ
る
。
名
草

の
浜

は
、
『
倭
姫
命
世
記
』
崇
神

天
皇

の
条

に

「五
十

一
年
甲
戌
、

遷
木
乃
国
奈
久

佐
浜
宮
、
積

三
年
之
間
奉
斎
」

と

見

え
、

後
に
は
、

「見

る
か
ら
に
な
ぐ
さ

の
浜
も
袖

ぬ
ら
し
け
り
」

(狭
衣

一
八

六
)

「な
ぐ

さ

の
浜
を
尋

ね
わ
び
ぬ

る
」

(長
秋
詠
草

三
四
四
)
な
ど
、

「無

く
」

や

「心
な
ぐ
さ

む
」
に
か

け

て
詠
ま
れ

て
歌
枕

と
な

っ
た
。

(19
)
新
大
系

は
、

「狭
義

の
名
草

の
浜

で
は
不
可
解
」
と
し

て

「名
高

(方
)

の
浜
か
」
と
注
す
る

が

、
従
え
な

い
。

わ

か
の
う
ら
に
し
ま

し
ま
せ
ば

若

の
浦

に
し
ま

し
ま
せ
ば
。
若

の
浦

に
鎮
座

し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
。
「し
」
は
上
の
連
用
語
を
指

示
強

調
す
る
強

意

の
終

助

詞
。
「ま
し
ま
す
」
は
、
あ
る
、
い
る
の
意

の
尊
敬

語

「ま
す

」
を

二
つ
重
ね
た

も
の
。
よ
り
強

い
敬
意

を
表
し
、
多

く
神

仏
や
皇
族

な
ど
に
対
し

て
用
い
ら
れ

た

(日
国
)
。

「尺
迦
は

つ
ね
に
ま
し

ま
し
て
」

(
一
二
九
)
、
「
ち
は
や
ふ
る
神
神

に
ま
し
ま
す

も

の
な
ら
ば
」

(四

四
七
)
な
ど
。
こ
こ
は
、
以
下

の
ご

と
き
熊
野

十

二
所
権
現
が
若

の
浦

、
藤
代

(白

)

の
岸

に
示
現
し
た
と

い
う
伝
承
を
踏
ま

え
た
も
の
。
「孝

安
天
皇
御

時
紀
州
三
上
郡
若
浦
藤
代
熊

野
十

二
所
権
現
乗
舩
艦

示
現
」

(『
熊
野
社
記
纂

』
所
載

「熊

野
三
所
権
現
金

峯
金
剛
蔵

王
降

下
御

事
」
)

「同

(孝
照
天
皇
-

引

用
者

)
御
代
十

二
所
権
現
乗
御
船

、
紀
伊

国
藤
代

着
岸
、

楠

上
七
十
日
坐
、
依
之
今
+
二
所
権
現
藤
代
御
坐
」

(
『熊

野
山
略
記
』
)
。
前
述

の
よ

う
に
若

の
浦
は
、
北

の
雑

賀
山
か
ら
名
草

山
を
経

て
南

の
船
尾
山

に
囲
ま
れ
た

広

い
海

湾
を
指
し
、

そ
の
名

草
郡

の
陸
地

と
接
し
た

浜
岸

が
名
草

の
浜

と
呼
ば

れ

て
い
た
と
思
わ
れ

る
か
ら
、
前
句

の

「名
草

の
浜

に
こ
そ
降
り
た
ま

へ
」

の

表
現

と
矛
盾

し
な
い
。
ま
た
藤
代
王

子
社

を
麓
に
抱
え

る
藤
代

の
坂

は
、

「熊
野

へ
ま
ゐ
り
け
る
に
、

ふ
ち

し
ろ
に

て
わ

か

の
浦
を
見

や
り

て
」

(
『夫
木
抄

』

一

一
四
四
四
)
な
ど
と
あ

る
よ
う
に
、
北

に
若

の
浦

の
絶

景
を
望
む
眺
望

の
地

で
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あ
り
、
熊

野

の
神
域

の
入
口
、
熊

野
参
詣

の
出
発
点
と
し

て
、

ほ
ぼ

一
つ
所

と

し

て
理
解

さ
れ

て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

と

し
は
ゆ
け
と

も

年
は

ゆ
け
ど
も
。

年

は
経

て
い
て
も
。

「
い
や

う
ち

の
さ

と

い
す

Σ
の
は
ら

の
ひ
め

こ
ま

つ

い
や
と
し
は
ふ
れ
と
も

い
う
も
か
は

ら
す

」

(天
文
本

伊
勢
神
楽
歌
)
。
熊

野
権
現

の
若

の
浦

へ
の
影
向

示
現

が
は

る
か
昔

の

こ
と
で
あ

る
こ
と
を
行

っ
て

い
る
の
で
あ

る
が
、

そ
れ
を
末
句

の

「若
王

子
」

に
掛

け
て
洒
落

て
み
せ
た

の
で
あ
る
。
住
吉

大
社

の
神
主
家
津

守
国
基

の
歌

に

「
と
し
ふ
れ
ど

お
い
も
せ
ず

し
て
わ
か

の
う

ら
い
く
よ

に
な

り
ぬ
た

ま

つ
し
ま
ひ

め
」

(『
国
基
集
』

一
五
三
歌
)
と
あ

る
。
明
ら
か
に
本
歌

の
表

現
と
繋
が

り
が

あ

ろ
う
。

若

王
子

「に
や
く

わ
う
じ
」
と
読

ん
だ

の
で
あ
ろ
う
。
熊
野

の
五
体

王
子

(五

所

王
子
)

の

一
で
、

「若

一
王
子
」
と
も

「若
女

一
王
子
」
と
も
称

さ
れ
、
し
ば

し
ば
女
体

と
さ
れ
た
。
『
長
秋
記
』
長
承

三
年

(
一
=
二
四
)

二
月

一
日
の
条
は

「
五
所

王
子
」

の
第

一
に

「若
宮
女
形
本
地

十

一
面
」
と
掲
げ

、

「熊
野
草
創

由

來
雑
集
抄

」
は

「御
神

体
之
事
」

の
条

に
十

二
所
権
現
を
掲
げ

て

二

若
女

一

王

子

天
照
太
神

十

一
面
観
音

御

託
宣

に
我
本
地
は
観
自

在
王
十

一
面
也

ト

云
々
」
と
記
す

。
藤
代
は
十

二
所

権
現

の
垂
跡

の
地

で
あ

っ
た

が
、
そ

の
地

の
藤
代

王
子
社
は
、
若

王
子
を
主
神
と
し

て
祀
る
五
体
王
子
社

と
し

て
数
多

い

王
子
社

の
中

で
も
特
に
重
要
視
さ
れ
た
。

「若
女

一
王
子
、
天
照
太
神

垂
　
、
両

所
権
現
王

子
也

、
若
女

一
王
子
之
號
、
尤
有
所
以
者
哉
、
新

宮
置
千
木
鰹
木
事
、

謹
誠
両
所

若

一
王
子

四
所
也
、
藤

代
又
鳥
居
額

云
、
日
本
第

一
大

盤
験
所
根
本

熊

野
三
所
権
現
若
女

一
王
子
、
」
(熊
野
山
略

記
)
。
藤
代
王
子
社

の
成
立
は
定
か

で
は
な
い
が
、
藤
原
為
房

『
大
御

記
』
永
保

元
年

(
一
〇

八
二
)
九
月
十

月
の

熊
野
参
詣

の
記
事

に
九
月

二
十
六
日

「酉
刻
著

藤
代
人
宿
」
と
あ
り
、
「熊

野
権

現
金
剛
蔵
王
宝
殿
造
功

日
記
」
(続
群
書
七
十
六
)
所
載

の
白
河
院

の
天
治

二
年

(
一
一
〇
〇
1
原
本

「大
治
」
)
十

一
月

の
参
詣
記
事

に

「五
所

王
子
舞
楽
有

。
藤

代
王
子
。
切
目
王
子
。
稲
持
王
子
。
瀧

尻
王
子
。
発
心
門
王
子
」
、
吉

田
経
房

の

『
吉
記
』
承
安

四
年

(
=

七
四
)
九

月
二
十

五
日
条
に
も

「於
藤
代
王
子
行

里

神
楽
」

と
見

え
る
か
ら
、
本
今
様

成
立
時

に
、
す

で
に
藤
代
王

子
が
若
王
子

を

祀

る
五
体

王
子
社
と
し

て
尊
崇

を
集
め

て
い
た

こ
と
は
間
違

い
な
い
。

【考
察

】

「熊

野
詣
で
」
を
歌
う

五
連
章

の
四
首
目
。
前
歌

の
二
五

八
歌

と
同
様

に
、
本

歌
も
藤
代

に
祀
ら
れ
た
熊

野
若

王
子
信
仰

の
影

響
下
に
ま
ず
藤

代

の
地

に
お

い

て
歌
わ
れ
た
も

の
と
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
語
釈
に
お

い
て
述

べ
た
よ

う
に
、

熊

野
権

現

の
名
草

の
浜

・
若

の
浦

へ
の
垂
　
、

示
現
を
歌

う
本
歌

の
主
意

は
、

次

の
ご

と
き
伝
承
を
踏
ま
え

た
も
の

で
あ

る
。

「第

六
代
孝

安
天
皇
御
時
紀

州
三
上
郡
若
浦
藤

代
熊
野
十

二
所
権
現
乗
舩
艦

示
現
」

(
『熊

野
社

纂
記
』
所
載

「
熊
野
三
所
権

現
金
峯
金
剛
蔵

王
降

下
御
事

」
)

「同

(孝

照
天
皇
-
引

用
者
)
御

代
十

二
所
権

現
乗
御
船
、
紀

伊
国
藤
代
着

岸
、
楠

上
七
十

日
坐
、
依
之
今
+
二
所
権
現
藤
代
御
坐
」

(『
熊
野
山
略

記
』
)

ほ
ぼ
同
文

の
上

二
句
を
持
ち
、

「海
人

の
小
舟
に
乗

り
た
ま

ひ
」
と
歌
う
秘
抄

四

一
三
歌
も

同
様

で
あ

ろ
う
。

こ
の

二
首
は
、
共

に
熊

野
権
現

の
藤

代

の
地

へ

の
垂
　
を
歌

い
、

同
じ
担

い
手

に
よ

っ
て
同
じ
場

で
同
様
に
享
受

さ
れ
た
類
歌

で
あ
り
、
連
章

で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。

秘
抄

二
五

八
歌

の
語
釈

・
考
察

(
「選
釈

(第

一
回
)
」
所
収
)

に
お

い
て
も

述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
藤
代

の
地

は
、
熊
野

の
神

域

の
内
と
外

を
分

か

つ
第

一
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の
結
界

の
地

で
あ
り
、
熊
野

の
神

域

の
最
初

の
入
口
と
見
な
さ
れ

て
い
た
。

い

つ
の
頃
か
ら

か
藤
代

王
子

の
手
前

に
は
大
鳥
居
が
構

え
ら
れ
、
そ

の
鳥
居

の
額

に
は

「日
本
第

一
大

霊
現
所
根
本
熊

野
三
所
権
現
若
女

一
王
子
」

(
「熊

野
山
略

記
」
)
と
記
さ

れ
て
い
た
と

い
う
。
『
紀
伊
国
王
子
社
略
記
』

「藤
代
王
子
」
の
項

に

「社
伝

二
云
フ
」
と
し

て
、

「當
社

ハ
景
行

天
皇

五
年
ノ
鎮

座

ニ
シ
テ
、
齊
明

天
皇
牟
婁
郡

ノ
温
泉

二
浴

シ
給

ヒ
シ
時
、
神
祠
創
建

シ
タ
ル
ヲ
聖
武

天
皇

弱
浦

行
幸

ノ
時
皇
后

ノ
命

ヲ
以

テ
行
基

僧
正

コ
ノ
地

ヨ
リ
熊

野
紳
ヲ
遙
拝

ス
、

孝
謙

天
皇
玉
津
島
行
幸

ノ
時
、
熊

野
廣

濱
供
奉

ス
、
請

ニ
ヨ
リ
テ
宣

旨

ヲ
奉

シ
テ
三

山

ヲ
此
地

二
遷

シ
奉
リ
、
末
代
后

妃
夫
人
熊

野
遙
拝

ノ
便

ト

ス
、
此
等

ノ
由
緒

二
因
リ

テ
熊

野

一
ノ
鳥
居
ト
稻

ス
、
古
境
内

ノ
入
ロ

ニ
棲

門
ア
リ
、
勅
額

ノ
銘

二
日
、

日
本
第

一
鰹
験
根
本
熊

野
三
所
権
現
ト

ア
リ
ト
イ

フ
、
」
と

あ
る

の
は
、

信
ず

べ
く

も
な
い
が
、

こ
の
地
が
早
く
か

ら
熊

野
三
山
遥
拝

の
地
、
熊

野

一
の

鳥
居

の
地

と
し

て
特
別
視

さ
れ
て
き
た
次
第
を

伝
え
て
い
よ
う
。

往
事

「紀

路
」

(
二
五
六
歌

)
と
呼
ば
れ
た
古
代

・
中
世

の
熊
野
参

詣
道
は
、

京
か

ら
天
王
寺
、
阿
倍
野
、
堺

を
経

て
南
海
道

を
南
下
し
、
葛
城
山

系

の
雄

ノ

山
峠
を
越
え

て
山

口
湯
屋
に
下
り
、
川

辺
で
紀

の
川
を
越
え
、
吐
崎
、
和
佐
、
山

東
と
、
名
草

山

の
東
側

の
内
陸

部
を
南
下

し
、

且
来
か
ら
汐
見
峠

を
越

え

て
西

へ
下

り
、

は
じ
め

て
海
浜

に
出
た
。
そ

こ
が
若

の
浦
に
接
し
た
名
草

の
浜

の
南

端
部

で
、

南
に
藤
代

の
山
が
控

え

て
い
た
。

そ
こ
に

「祓
戸
王
子
」

(
「熊
野
道

間
愚
記
」
)
が
祀
ら
れ
、
後

に
熊

野

一
の
鳥
居
が
建

て
ら
れ
た

の
で
あ

る
。
若
王

子

を
祀

る
藤
代
王
子
社
は
、

そ

こ
か
ら
少

し
南

に
下

っ
た
藤
代

の
峠

の
麓

に
坐

す
。
永
保

元
年

(
一
〇

八

一
)

の
藤
原
為
房

の
熊

野
参
詣

で
は
、
九

月

二
十
六

日
に
紀
伊

の
国
府

南
路

を
経

て
日
前

・
国
懸
両
社
に
奉
幣
し
、
「藤
代

人
宿

」
で

宿
泊

し
て
い
る

(『
大
御
記

』
)
。
こ
の
時
期
、
藤
代
王
子
社
が
成
立
し

て
い
た
か

定

か
で
は
な

い
が
、
す

で
に
参
詣

の
道
者

の
た
め

の

「
人
宿
」
は
構
え

ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

以
後

、
参
詣
者
は
、

決
ま

っ
て
藤
代

に
宿
り
、
翌
早
朝
藤

代

王

子
社

に
詣

で
て
険

し

い
山
道

を
登

っ
て
藤
代

坂
頂
上

の
塔

下
王
子
社

に
至

っ

た

。
建

仁
元
年

(
一
二
〇

一
)
十

月
九
日
に
後
鳥

羽
院

の
熊
野
御
幸

に
従

っ
て

こ
の
地
に
至

っ
た
藤

原
定
家
は
、
「肇
昇
藤

代
坂

、
五
体
王
子
、
有
相
撲
等
云
々
道
崔

鬼
有

恐
、
又
眺
望
遼

海
非
無
興
」
と

記
し

て
い
る
。
山
頂
塔
下
王
子
社

に
立

つ

と
、
足
下
に
広
が

る
若

の
浦
と
長
く

続
く
名
草

の
浜
の
絶
景
が

一
望

に
見
渡
せ

た

の

で
あ

る
。

こ
の
藤
代

の
地

こ
そ
熊

野

の
神
域

の
内
と
外
を
分
か

つ
第

一
の

結

界
だ

っ
た

の
で
あ
り
、
熊
野
参
詣

道

の
紀
路

は
、
文
字
通

り
、

こ
の
地
を
始

点

と
し
た

の
で
あ
る
。
「熊

野

へ
参

ら
む
と
思

へ
ど
も
、
徒
歩

よ
り
参
れ
ば
道
遠

し
」
と
歌

っ
た

二
五
八
歌
が
、

ま
さ
に

こ
の
地

に
響
き
渡

っ
た
歌
声

で
あ

っ
た

こ
と
は
前

回
選
釈

の
通
り

で
あ

る
。

こ
う
し
た
藤
代

の
地
に
、
熊

野
権

現

の
垂
　

伝
承
が
生

み
出
さ

れ
た
背
景
に

つ
い

て
は
、

い
く

つ
か

の
事
実

を
指

摘
し

て
お
か
ね
ば

な
ら

な
い
。
そ

の
第

一

は
、

こ
の
名
草

の
地
と
そ
れ

に
接

し
た
若

の
浦

・
名
草

の
浜
が
神

を
迎
え
祀

る

に
ふ
さ
わ
し

い
清
浄

の
地

と
さ

れ
て
き
た
と

い
う
事
実

で
あ

る
。
紀

伊
国
北
西

部

に
位
置
す

る
名
草

郡
は
、
紀
伊

国
府

の
所
在
地

で
、
日
前

・
国
懸

の
両
名
神

大
社

に
や
は
り
名
神

の
伊
太
祁
曽
大

社
を
有

し
、

伊
勢
国
度
会
多
気

二
郡
や
出

雲

国
意
宇
郡
、
筑
前

国
宗
形

郡
な
ど

と
共
に

八
神

郡

の

一
つ
で
あ

っ
た
。
名
草

一
郡
が
日
前

・
国
懸
両
宮

の
神
領
と
さ
れ
、
両
宮
は
ま
た

「名
草
宮
」
と
も
呼
ば

れ

、
そ
れ
を
奉
斎
し

た
の
が
紀
国
造
家

で
あ

っ
た

(『
角
川
地
名
辞
典
30
和
歌
山

県
』
)
。
『
日
前

国
懸

両
大
神
宮
本
紀
大
略

』
に
よ
れ
ば
、
天
照
大
神

の
前
霊
と
さ
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れ

る
御
鏡

と

日
矛

の
両
神

宝
を
託
さ
れ

た
紀

国
造

の
祖
、

天
道
根
命

は
、
神

武

東
征

の
折
り
に

日
向

の
高

千
穂
宮
か

ら
難
波

を
経

て
、
加

太
浦
、
木
本
か

ら
名

草

郡
毛

見
郷
に
至

り
、

そ
の
琴
浦

の
海
中

の
岩
上
に

二
神

宝
を
奉
祭
し
た

。
そ

の
後
豊
鍬

入
姫
命
名
草

浜
宮
御

遷
幸

の
折

り
に
浜
宮

に
遷

り
、
さ
ら

に
今

の
宮

地

で
あ

る
万
代

宮
に
遷
座
し
た
と

い
う
。
松
前
健
は
、
右

の
古
伝
は
、
「古

い
岩

上
祭
祀

の
記
憶

を
伝
え
た
も

の
」
で
あ
り
、
浜
宮
は
ま

た
、
「古

い
時
代

の
お
旅

所

で
あ

っ
た
」

と
推
測

し

て
い
る

(『
日
本

の
神

々
』
和
歌

山
県
)
。
右

の
古

伝

は
、

む
ろ
ん

『
倭
姫
世
記

』
崇
神
天
皇

の
条

に

「五
十

一
年
甲
戌
、
遷
木

乃
国

奈
久

佐
浜
宮
積

三
年
之

間
奉

斎
」

の
記
事

を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
る
。
鎌
倉

時

代

ま
で
降

る
と
さ

れ
る

『
倭
姫
命
世
記

』

の
こ
の
記
事
が

、
ど

こ
ま

で
遡

れ
る

か
定
か

で
は
な

い
が
、
若

の
浦
と
そ
れ

に
接

し
た
名
草

の
浜

(右

の
記
事

は
毛

見

の
浜
も
ま
た

そ
の

一
部

で
あ

っ
た

こ
と
も
伝
え

る
)

と
が
、
古
来
神
が

示
現

し
、
海

上
祭
祀
が
行

わ
れ
る
に
ふ
さ

わ
し
い
清
浄

の
地

で
あ

っ
た

こ
と
を

伝
え

て
い
よ
う
。
『続

日
本
紀

』
神
亀
元
年

(七

二
四
)

一
〇
月

一
六

日
の
条

の
聖
武

天
皇
行
幸

の
記
事
に

「又
詔
日
、
登
山
望
海
、
此
間
最
好
。
不
労
遠
行

、
足
以
遊

覧

。
故
改
弱
浜

、
為
明
光
浦
。
宜
置
守
戸
勿
令
荒
機

。
春
秋

二
時
、
差
遣
官

人
、

酋
祭

玉
津
嶋
之
神

・
明
光

浦
之
霊
」
と

あ
る
の
は
、
け

っ
し
て
風
光

の
明
眉

さ

だ

け
を
称
え
た
も

の
で
は
な
く
、
そ

こ
が
神

を
迎
え

て
祀

る
神

聖
な

る
清
浄

の

地

で
あ

っ
た
か
ら

こ
そ

「荒

臓
」
を
忌

ん
だ

も

の
と
見
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

第

二
に
指
摘
す

べ
き

は
、

こ

の
地
が
榎
本

氏
、
宇
井
氏

と
並

ん
で
熊
野

の
三

党

と
も
、
あ

る
い
は
三
家

、
三
堂

と
も
称

さ
れ

た
鈴
木

氏

の
居
住

地
で
あ
り
、
熊

野
神
領

支
配

の
有
力
な
拠
点

で
あ

っ
た
ら
し

い
こ
と

で
あ

る
。

「
熊
野
山
略
記
」

の
記
す

所
に
よ
れ
ば
、

「権
現
御

氏
人
漢
司
符
将

軍
」
に

三
男
あ
り
、

二

男
真

俊
榎
本

氏
、

二
男
基
成
宇

井
党
、

三
男
基

行
鈴
木

党
也
」

と
し
、

「三
男
基

行

塞

野
村

鈴
木
爲
屋
敷
、

開
発
耕
作
稲
、
御

馬
草

断
進
之
、

汝
姓
穂
積
定
、
鈴

木

党
号
」

で
あ
る
と

い
う
。
鈴

木
氏

の
藤
代
移
住

は
平
安
末
期

の
こ
と
と
さ

れ
る

(『
海
南

郷
土
史
』
)
が
、
本
宮
榎

本
氏

の
手

に
な
る

「永

用
録
」
に
は
、

「家

伝

云
」
と

し

て
、

「當
家
之
先
者
熊

野
三
堂
之

一
家

榎
本
伊
豫
守

重
春
之
流
商
也

、

其
頃
能
良
大

臣
重
尊

者
、
熊
野
神
領
之
惣
奉
行

と
し

て
藤
白
ロ

ロ
ニ
住

ス
、
」
と

あ

る
か

ら
、
藤
代

の
地
が

早
く
か
ら
熊
野
神
領

支
配

の
有

力
な
拠
点

で
あ

っ
た

こ
と
が
窺

え
る
。
神

に
仕

え
る
者

の
勢
威

は
神

の
霊
威

の
振

興
と
不
可
分

で
あ

る
。
藤
代

の
地
や
名
草

の
浜

に
権

現
が
示
現
し
た
と
す

る
古
伝
や
歌

の
誕
生
も
、

そ
う
し

た
神
に
仕
え
、
神

を
祀
る
者
た
ち

の
活

動
と
切

り
離
し

て
は
考

え
る
こ

と
が

で
き
な
い
。

四
辻
頼
資

の

『
修
明
門
院
熊

野
御
幸
記

』
に
よ
れ
ば
、
承

元

四
年

四
月

二
十
五
日
、
藤
代

王
子
社
に
参

っ
た

一
行
は
、

先
達
已
下

の
鳴

子
舞

を
奉
納

し
、
神
前

で
の
例
事

の
後

、
「但
御
紳
樂

、
本
社

八
女

八
人
、
唱

人
五
人

祇
候
、

八
女

翻
袖
、
里
神
樂
如
例
、
事

了
解

官
給
緑
、

八
女
各
絹

一
疋
、
唱
人
白
布

各

一
反
、
里
紳
樂
緑
如
例
、
」

と
記
す

。
藤

代
王
子
は
、
付
属

の

「
八
女

」
(や

を

と
め
)
1
巫
女
-

八
人
を
抱
え
、

「唱
人

五
人
」
を

も
抱

え

て
、
里
神
楽
を
奉
納

さ
せ
た

の
で
あ
る
。
春

日
社

の
巫
女
な
ど

の
例

に
も
見

る
よ
う
に
、
神
社

に
付

属
す

る
巫
女

た
ち
は
、
神

に
仕

え
、
神
を
祀

る
神

子

で
あ

る
と
同
時
に
わ
が
身

に
神

を
依
り

つ
か

せ
て
神

の
言
葉
を
伝
え
る

「物

悪
き
」
(
口
寄
せ
巫
女
)
で
も

あ

っ
た
。
彼
女

ら

の
舞
う
神
楽

も
、
神
を
楽
し
ま

せ
る
だ
け

で
な
く
神

々
を
招

ぎ
依

り

つ
か
せ

る
神
招
ぎ

で
も

あ

っ
た

の
で
あ
る
。
『
鈴
木
家

文
書
』
嘉
元
三
年

(
=
二
〇

五
)

正
月

二
日
付

「法
橘
某

書
状
」
は
、

「た
く
せ
ん

の
御

子
中
」

に

宛

て
た
も

の
で
、

藤
代

の
巫
女

の
託
宣

の
布
施
が

託
宣

の
巫
女

の
得
分

で
あ

る
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こ
と
を
記
す
。
同
文
治

三
年

(
=

八
七
)
三
月

日
付

の

「藤
代
王
子
神
女
惣

一
職
補
任
状
」
に

よ
れ
ば

、
彼

の

「
八
女
」

の
巫
女

ら
は
、
熊

野
別
当

の
支
配

下
に
あ

っ
た
。

こ
れ

ら
の

「鈴
木
家
文
書

」

の
真
偽

に
は
疑

問
も
あ
る
が
、
託

宣

巫
女
や
神
楽
巫
女
が
存

在
し
た

こ
と
は
動
く
ま

い
。

こ
う
し
た
八
女
や
託
宣

巫
女
た
ち
が
本
歌

の
ご

と
き
神

の
示
現

を
歌
う
今
様
神
歌

の
担
い
手

で
あ

っ
た

可
能
性
も
想

定
し

て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

(永
池
健

二
)

二
七
三
歌ー

農
鍮
欝

螺

鱗

灘

縁

蹴鍵
隷
灘
簸
灘

"償
店
誓

転
講
噸

測

【
翻
刻
】

○
す
み
よ
し
四
所
の
、
お
ま
へ
に
は
、
か
を
よ
き
女
た
い
そ

お
は
し
ま
す
、
を
と
こ
は
た
れ
そ
と
た
つ
ぬ
れ
は
、
ま
つ
か

さ
き
な
る
す
き
お
と
こ

【校
訂
本
文
】

○
住
吉
四
所
の
御
前
に
は

顔
よ
き
女
体
ぞ
お
は
し
ま
す

男
は
誰
ぞ
と
尋
ぬ
れ
ば

松
が
崎
な
る
好
き
男

【
類
歌

・
関

連
歌
謡
】

・
住
吉

四
所
ノ
御
前

ニ
バ
カ
ホ

ヨ
キ
女
帝

ヲ

ハ
シ

マ
ス
男

ハ
誰

ソ
ト
問
タ

レ
ハ
松

力
崎
ナ
ル
ト

シ
ヲ
ト

コ

(『
八
幡
宮
巡
拝
記

』
上
三

香
椎
宮
)

・
い
や

く
わ
う
神
か

く
神

の
御
ま

へ
に
は

い
や
か

ほ
よ
き
み

こ
こ
そ
ま

ひ
あ
そ

へ

い
や

し
ゆ
く
し
よ
は

い

つ
く
と
と
ふ
た
れ

は

い
や
松

か

さ
き
な
る
と

ひ
お

と
こ

(
天
文
本
神
楽
歌

「か
く
神

の
寄
」

〈本

田
安

次

『
伊
勢
神
楽
歌
考

』
〉
)

・
高
神

客
神
御
前

に
は

顔
よ
き
御

子
こ
そ
舞
遊

へ

宿

所
は
い

つ
こ
と

問
ふ
た
れ
は

松

か
崎
な
る
富
男

(寄

合
神
楽
竈
清
寄

〈同
〉
)

・
一
ヤ
ア

ノ
高
神
客
神

ノ
お
ま

へ
に
は

地

ヤ

ア
ノ
顔

よ
き
神
子

こ
そ

舞
遊

べ

一
ヤ
ア
ノ
宿
所

ハ
い
つ
く
と
問

た
れ
バ

地

ヤ
ア

ノ
松

ヶ

崎

な
る
留
お

と
こ

(伊
勢

神
楽
歌
秘
録

〈同
〉
)

・
セ
う
じ
ん
か

く
じ

の
。
お
ま

へ
に
ハ

顔
よ
き
人

こ
そ
ま
ひ
遊

べ
。

し

ゆ
く
せ
う
た
れ
ぞ

と

と

い
た

ん
れ

ハ
。
松
か
や
先

た

つ
富
男

い
や

面

白

や
ん

(伊
雑
宮
神

楽
歌

〈同
〉
)

・
高
所

、
た
ん
な
ん

た
ひ
ら

の
神
棚

に
か
ほ
よ
き
女
躰

お
は
し
ま
す
、

を

つ
と
は
た
れ
ぞ

と

ン
ひ
た
れ
ば

松

の
う
ら
葉

の
と
み
男

(『
玉
勝

間
』

巻
十

一
所
引

肥
後
国

の
神

楽
歌
)

・
関

よ
り
西
な

る
軍
神

一
品
中
山
安
芸

な
る
厳
島

備
中

な
る
吉
備

津

宮

播
磨

に
広
峰

惣
三
所

淡
路

の
岩
屋
に
は
住
吉
西

の
宮

(
二
四
九

)

・
我
が
子
は
二
十
に
成
り
ぬ
ら
ん

博
打
し
て
こ
そ
歩
く
な
れ

国
く

の
博
党
に

さ
す
が
に
子
な
れ
ば
憎
う
無
し
負
い
給
ふ
な

王
子
の
住

吉
西
の
宮

(三
六
五
)
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・
住

吉

は

南

客

殿
中

遣

戸

想

ひ
掛

け

金

外

し
気

ぞ

無

き

(
五

四

一
)

・
住

吉

の

一
の
鳥

居

に

舞

ふ

巫

は

神

は

つ
き

が

み

衣

は

か

り

衣

尻

切

裳

(五

四
五

)

・
賀

茂

春

日

八
幡

日

吉

の
方

の

神

稲

荷

松

尾
広

田

住

吉

(五

五

八
)

【諸

説

】

す

み
よ

し
四
所

大
阪
市
住
吉

区
の
住
吉
大
社

(異
説
な
し
)

女
た
い

①
女
体
…

「巫
女

(遊
女
)
を
祭
神
格
に
言

い
な
す
」

(5
)
全
書

(6
)
荒
井
評
釈

(9
)
大
系
※

小
西
、

「表
向
き
が
神
功
皇
后
、
裏

に
巫
女

・
遊
女
」

(16
)
榎
集
成

(19
)
新
大
系

(20
)

全
注
釈

(22
)
塚
本
注

(24
)
渡
辺
注
、

「神
功
皇
后

(オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
)」

※
中

村
※
山
上
※
関

口
、
「赤
留
媛
」
※
八
木
i
、
②
女
帝

…

「神
功
皇
后
」
⑫

歌
謡
n

(13

)

全
集

(14
)
新
全
集

(15
)
完
訳

ま

つ
か
さ
き

「松
生
う
る
州
崎
」

※
中
村

(12

)
歌
謡
n
、
「近
江
国
蒲
生
郡
長
命
寺

の
南
の
松

ヶ
崎
」

(4
)
小
西
注

(5
)
全
書

(6
)

荒
井
評
釈
、

「京
都
市
左
京
区
の
松

ヶ
崎
」

谷
V
荒
井
評
釈
※
阿
部
※
八
木
"11
、
「大
阪
市

阿
倍
野
の
松
が
崎
」
※
萩
谷

露

塚
本
注
、

「阿
倍
野
の
松

ヶ
崎
と

『
松
の
枝
先
』
の
掛

詞
」

⑯

榎
集
成
※
関
口
、
「阿
倍
野
の
松

ヶ
崎
と

『待

つ
が
先
』
の
掛
詞
」
(19
)
新
大

系
、

「松

ヶ
崎

(場
所
は
特
定
せ
ず
)
と

『松
が
好
き
な
』

の
掛
詞
」

(怨

渡
辺
注

す

き
お
と

こ

①

「色
恋
に
執
心
す
る
男

(
「好
色
」
の
字
を
宛
て
る
も

の
を
含

む
ご

(2
)

～

(10
)

(16
)

(19
)
～

(24
)
※
萩
谷
※
山
上
※
中
村
、
「天
王
寺

の
雑
芸
師
、
賎
業
者

を
さ
す
」
※
萩
谷

蓼

塚
本
注

、

「松
ヶ
崎
狐
坂
に
集
う
好
色
な
男
を
い
う
」
※
阿
部
、

②

「風
流
な
男
」
⑫

歌
謡
H
、
「住
吉
の
神
を
さ
す
」
※
関
口
、
「住
吉
大
社
の
神
主
津

守
家

の
主
を
さ
す
」
※
申
村
、

「松
に
宿

る
男
神
を
さ
す
」
⑯

榎
集
成
、
「天
之
日
矛
を

さ
す
」
※
八
木
i
、
「松

ヶ
崎
大
黒
天
を
さ
す
」

※
八
木
"11

※
新
間
進

一

『歌
謡
史

の
研
究

そ

の

一
今
様
考
』

(至
文
堂

一
九
四
七
年
)

※
小
西
甚

一

「梁
塵
秘
抄
か
ら
」
(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
十
三
巻
四
号

一
九

四
八

年
四
月
)

※
萩
谷
朴

「今
様
歌
異
見
」
(『国
語
と
国
文
学
』
三
十
三
巻

二
号

一
九
五
六
年
二
月
)

※
山
上
伊
豆
母

『巫
女
の
歴
史
ー
日
本
宗
教

の
母
胎
ー
』
(雄
山
閣
出
版

一
九
七

一
年
)

※
中
村
浩

「歌

の
風
土

(十
)」

(『短
歌
』
二
十

一
巻
七
号

一
九
七
四
年

八
月
)

※
八
木
意
知
男
i

「梁
塵
秘
抄

二
七
三
番
歌
考
1
住
吉

四
所

の
御
前
」
(『す
み
の
え
』

一
五
〇
号

一
九
七
八
年
十

月
)

※
八
木
意
知
男
員

「松
が
崎
考
」
(『美
作
女
子
大
学
美
作
女
子
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』

十

二
号

一
九
七
九
年
三
月
)

※
関

口
静
雄

「本
体
観
世
音
考
」

(『宇
部
国
文
研
究
』
十
三
号

一
九
八
二
年
三
月
)

※
本

田
安
次

『伊
勢
神
楽
歌
考
』

(錦
正
社

一
九
八
八
年
)

※
阿
部
泰
郎

『湯
屋

の
皇
后
』
第
六
章

「道
祖
神
と
愛
法
神
」

(名
古
屋
大
学
出
版
会

一
九
九
八
年
)

※
堀
越
孝

一
『わ
が
梁
塵
秘
抄
』

(図
書
新
聞

二
〇
〇
四
年
)

【
語
釈
】

す

み
よ
し
四
所

住
吉

四
所
。
大
阪
市
住
吉

区
住
吉

二
丁
目
に
鎮
座
す

る
住
吉

大
社

。
摂
津
国

の

一
の
宮

。
古
来
、
住
吉

の
浜
辺
に
は
松
林

が
続
き
、

「住

吉

の

松
」
は

万
葉
集

以
来
多

く
の
和
歌
に
詠
ま
れ

て
き
た
。

「
四
所
」
は
、
神
社

に
祀

ら
れ

て
い
る
四
柱

の
祭
神

の
こ
と
。
秘
抄

に
も

「き

い
三
所

」
(
二
四
六
)
「い
は

が

み
三
所

」
(
二
七
二
)
な
ど

の
例
が
あ
る
。
『
延
喜
式
』
に

「住
吉
坐

神
社

四
坐

並
名
神

大
。
月
次
相
嘗
新
嘗

。
」
と
あ

る
。
現
在

の
祭
神

は
、
第

一
宮
底

筒
男

命
、

第

二
宮
中
筒
男
命
、

第
三
宮
表
筒

男
命

、
第

四
宮
神
功

皇
后

で
あ
る
。
記

紀

に
、
伊
弊
諾
尊
が
黄
泉

国

の
汚
臓
を
清

め
る
た
め
、
筑
紫

の
日
向

の
橘

小
戸

の
憶

原

で
漢
祓
を
し

た
と
き
に
、
少
童
神

と
と
も

に
現

れ
た
底
筒
男
命

・
中
筒

男
命

・
表
筒
男
命
神
が
住

吉
大
神

で
あ

る
と
す
る
。
神
功
皇

后

の
三
韓

出
兵
に

際

し
て
住
吉

三
神
は
海

上

の
守
護
神
と

な
り
、
凱
旋

の
後

、
荒
魂
は
穴

門

の
山

田
邑
に
、
和
魂
は
摂
津

の
住
吉
に
祀
ら

れ
、

田
裳
見
宿
禰

に
奉
仕
さ

せ
た
と
伝

え

る
。

田
裳
見
宿
禰

の
末
商
が
代

々
津
守
氏
を
名

乗
り
住
吉
社

の
神
主

と
な

っ

た

と
さ
れ
る
。
神
功
皇
后

は
後
に
合
祀
さ
れ

た
。
住
吉

の
神

は
古
来
海
上

交
通

の
神

、
境

を
守

る
神

と
し
て
厚
く
信
仰
さ
れ

た
が
、
平
安
中

期
以
降
は
和

歌

の

神
と

し

て
も
信
仰
を
あ

つ
め
、
貴
族

の
間

で
住
吉
参
詣
が
盛

ん
に
な

っ
た

。
中

世

に
な
る
と
、
住
吉

の
神

は
和
歌
三
神

に
数

え
ら
れ
、
歌
合

に
そ

の
絵
像

が
掛

け

ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。

こ
う
し
た
和
歌

の
神
と
し

て
の
性

格
は
、
院
政

期
以

降
、

住
吉
社
神
主
、
津
守

国
基
に
よ

っ
て
喧

伝
さ
れ
た

と
み
ら
れ

て
い
る

(川

井
純
郎
氏

「和
歌
神
と
し

て
の
住
吉
社

」
、
竹
下
豊
氏

「住
吉

の
神

の
歌
神
化
を
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め
ぐ

っ
て
」
等
参
照
)
。

お

ま

へ

お
前
。
社
前

に
は
、

の
意
。
秘
抄

に
は

「お
前
」

の
用
例
が
十

二
例

あ

る
。
「神

に
対
す

る
尊
称

」
「神
社

の
社
前

」
「前
」
の
意

で
用
い
ら
れ

て
い
る

が

、
こ
の
う
ち
、

「社
前
」
の
意

で
用

い
ら
れ

て
い
る
の
は
八
例

(
=
二

四
、
三

六
〇
、
三
六

二
、
四
〇

五
、
四

一
六
、
四

一
九
、
四
七
七
、
五

四
〇
)
あ
る
。
従

来

は

「神
に
対
す

る
尊

称
」

と
し

て

「住
吉

四
所

の
神

の
中
に

は
」
と
解
釈
さ

れ
て
き
た
が
、

こ
こ
で
は

「
住
吉

四
所

の
社

前
に
は
」

の
意
と
解

す
る
。

(
【考

察

】
参
照
)

か
を
よ
き

顔
よ
き
。
際
だ

っ
て
美
し

い
女

性

の
容
貌
を
褒
め

て
い
う
語
。
今

様

で
は
、
「楠
葉

の
御
牧

の
土
器
造
、
土
器
は
造
れ
ど
娘

の
顔
そ

よ
き
、
あ
な
美

し
や
な
…
」
(秘
抄
三
七
六
)
、
「長
生
殿

の
星
あ
ひ
に
ち
き
り
し
か
ほ
よ
き

人
な

れ

(と
)
馬
鬼

の
堤
に
ゆ
き
し
と

(き
)
大
唐

み
か
と
も

い
か

》
せ
し
」
(
「宝
薩

印
陀
羅
尼
経
」
今
様

)
の
用
例
が
あ

り
、
『
万
葉
集

』
に
は

「た
こ

の
ね

に
よ
せ

つ
な
は

へ
て
よ
す
れ
ど
も
あ

に
く
や

し
づ

し
そ

の
か
ほ
よ
き

に
…
」

(巻
十

四

・

三
四
三
〇
)
の
例
が

あ
る
。
ま
た
、
『
日
本
書
紀
』
允
恭

天
皇
十

一
年
三

月
条

に

は
、
允
恭
天
皇
が
衣

通
郎
女

を
愛
し
く
想

い
そ

の
名
を
後
世
に
伝

え
た

い
と
詔

を
す
る
が
、
そ
の
詔
に

「美
麗
嬢
子
」
と
あ

り
、

「か
ほ
よ
き
を

み
な
」
と
訓
読

さ
れ

て
い
る

(
『
国
史
大
系

』
)
。

女

た

い

女
体
。
女
性

の
御

神
体
を
さ
し

て
い
う
。
『
金
峯
山
秘
密

伝
』

「子
守

明
神
本
地
垂
　

ノ
事
」

に

「
子
守
明
神
」

に

つ
い
て

「此
即
女
体

ノ
神

勝
手
大

明
神
ノ
所
妻
也
」
、

『神
道
集

』
巻

七

「接
州

芦
刈

ノ
明
神
事
」

に

「葦

刈

ノ
明

神

ト
テ
男
躰

・
女
躰
御
在

ス
、
男
躰

ハ
本
地

文
殊

、
女
躰

ハ
本
地
如

意
輪
観
音

也

云
々
」
、
謡
曲

「葛
城

」
に

「女
体

の
神

と
お
ぼ

し
く

て
」
と
あ

る
な
ど
、
祭

神
に

つ
い
て
女
性

の
神

影
を

「女
体
」
と
称
し

て
い
る
。
「女
体
」
が
誰
を
さ
す

か
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
従
来

、
神
功
皇
后
説

が
有
力
で
あ

っ
た
。
「女

体
」
を

巫
女

・
遊
女

と
と
る
説
は
、
「女
体

」
が
女
性

の
神
影
を
さ

し
て
い
う
語

で
あ

る

こ
と
、
次

の
項

で
述

べ
る
よ

う
に

「お
は
し
ま
す

」
と

い
う
敬

語
が
使
用
さ

れ

て
い
る

こ
と

か
ら
従
え
な

い
。

ま
た
、
八
木
意
知

男
氏
は
住
吉
社

の
末
社

の
神

で
あ
る

「赤
留
媛

」
説
を
と

る
が

、
そ

の
根
拠

は

「お
ま

へ
」

を

「お
仕
え

し

て

い
る
人
」

と
解

し
、
住
吉

の
神

に
お
仕
え
す

る
の
は
摂
社
末
社

の
神
だ
か

ら

と
す
る
も

の
で
あ

る
。
し
か
し
、

「お
ま

へ
」
は
、
先
述
し

た
と
お
り
神
そ

の
も

の
か
社
前

で
あ
る

こ
と
を

い
う
語
で
あ
り

「お
仕

え
し

て
い
る
」

の
意
に
は
解

釈

で
き
な

い
。
神

功
皇
后
説

を
代

表
す

る
論
考

は
関
口
静
雄
氏

の

「聖
母
御

歌

考
」
で
あ
る
。
関

口
氏

の
あ
げ

る
根
拠
は
、
住
吉
社

の
第

四
宮

の
祭
神
が
神
功
皇

后

で
あ

る
こ
と
と
、
『
八
幡
宮
巡
拝

記
』
に
本
歌

が
聖
母
大
菩
薩

(神
功
皇
后

)

の
歌
と
し

て
引

用
さ
れ

て
い
る
こ
と

の
二
点

で
あ
る
。
現
在
、
住
吉

大
社

の
第

四
宮

の
祭
神

に
は
神
功
皇
后
が

祀
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
最
も
古

い
社

伝

で
あ

る

『
住
吉
大
社
神
代

記
』
に
も

「姫
神
宮

。
御
名
、
気
帯
長
足
姫
皇
后
宮
。
奉
斎
祀
神
主
、

津
守
宿
禰
氏
人
者
、
元
手
援
見
足
尼
後
」
と
あ

り
、
第

四
殿

の
神

は

「姫

神
」
で

「気

帯
長
足
姫
皇
后
宮

」

(神
功
皇
后
)

で
あ
る
と
割

注
で
記
さ
れ

て
い
る
。
『
住
吉

大
社
神
代
記
』
は

平
安
時
代

の
成
立

と
い
わ
れ

て
い
る
か
ら
、
平
安

時
代

に
は

第
四
殿

の
神
は
神
功
皇

后
と
さ
れ

て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
神
功
皇
后

と
住
吉

三
神
は
古
来
深

い
結
び

つ
き
が
あ

る
。
記
紀

の
三
韓
征

伐
神
話

に
よ

る
と
、
神

功
皇

后
は
仲
哀
天
皇

の
崩
御

の
後
、

天
照
大
神
と
住
吉

三
神

の
神
託

に
よ
り
懐

妊
中

に
も
か
か
わ

ら
ず

新
羅
に
遠
征
、

三
韓
を
征
伐

し
、
凱
旋

の
後

に
住
吉

三

神

を
お
祀
り
し
た
、

と
あ
る
。

こ
の
時

に
生
ま
れ
た

の
が
応
神
天
皇

で
、
後

に
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応
神

天
皇

は
八
幡
宮

の
祭
神
と
な

り
、

神
功
皇

后
も

八
幡

信
仰

の
広
が

り
の
中

で

「聖
母
」
と
し

て
崇
め

ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
『
八
幡
宮
巡
拝
記
』
は
、
鎌
倉

時
代

に
八
幡
信
仰

に
基
づ

い
て
書
か

れ
た
も
の

で
、
筑
前

の
国
香
椎
宮

の
祭
神

「聖

母
大
菩

薩
」
が

「大
多

羅
志

女
」
(神
功
皇
后

)
で
あ

る
と
し
、
「
聖
母
御

歌

云
」

と
し

て
住
吉

四
所

の
歌
が
引

用
さ
れ
て
い
る
。
神
功
皇
后

説
は

こ
の
二
点

を
根
拠

に
し

て
い
る
。
従
来
神
功
皇
后

説
が
有
力

で
は
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
あ

え

て

「女
体
」
は
衣

通
姫

の
こ
と

と
考

え
た
い
。

(
【考
察

】
参
照
)

お

は
し
ま
す

い
ら

っ
し

ゃ
い
ま
す
、

の
意

。
秘
抄

の

「お
は
し
ま
す
」

の
全

十

四
例
を

み
る
と
、
大
梵
天
王

(
二
六
七
)
、
熊
野
両
所
権

現

(五

四
六
)
、
妙

見

(
二
八
七
)
、
釈

迦

(
二
四
四
)
、

文
殊

(
一
九
六
)

な
ど
、
仏
神

が
あ
る
場

所

に

い
ら

っ
し

ゃ
る

こ
と
を
さ
し

て
用
い
ら
れ

て
い
る
。

社
殿
に
神

が
祀

ら
れ

て
い
る

こ
と

を
い

っ
た
も

の
に

は
二
六
七

の

「大
梵

天
王
は
中

の
間

に
こ
そ
お

は
し
ま
せ
、

正
法

婆
利
女

の
御
前

は
西

の
間
に

こ
そ
お
は
し
ま
せ
」

が
あ
る
。

を
と

こ

男
。
特
別
な
関
係
に
あ

る
夫
、
恋
人
。
『古
今

和
歌
集
』
九
七
三
歌

の

詞
書
に

「む

か
し
を
と

こ
あ
り
け

る
を
う
な

の
、
を

と
こ
と
は
ず
な

り
に
け
れ

ば

」
の
例
が
あ
る
。
秘
抄

で
も
、
「わ
れ
を
た

の
め

て
こ
ぬ
男
」

(三
三
九
)
、
「を

と

こ
を
ぢ
せ

ぬ
人
」

(三
九

八
)
、

「わ
が
身

や

つ
れ

て
は
男

の
け

ひ
く
」

(四
〇

九
)

の
よ
う

に
恋
愛
関
係
に
あ

る
男
性

や
恋
愛

の
対
象

と
な
る

べ
き

男
性

を
さ

し

て
い
う
例
が

み
ら
れ
る
。

い
ず

れ
も

「男
」
は
人

間
、

そ
れ
も
同
等

か
目
下

の
者
に
対
し

て
使

っ
て
い
る
。

ま

つ
か
さ
き

松

が
崎
。
松
林

の
あ

る
崎
、

の
意
。
諸

説
で
は
実
際

の
地
名

を

あ
げ

る
説
と
特

定

の
地
名

で
は
な

い
と
す
る
説
と
が

あ
る
。
地
名
と

し
て
は
①

滋
賀
県
近

江
八
幡
市
長
命
寺
町

の
松

ヶ
崎
、
②
京
都

市
左
京
区

の
松

ヶ
崎
、
③

大
阪
市

阿
倍
野
区

の
松

ヶ
崎

の
説
が
あ

る
。
①

の
近
江

の
松

ヶ
崎
は
、
長
命

寺

の
南
麓

で
琵

琶
湖

の
汀
に
あ
り
、
『
拾
遺
和
歌
集

』
の
安
和
元
年
大
嘗
会

風
俗
の

歌

(巻

十
、
六
〇
七
)

に
詠
ま
れ

て
い
る
。
②

の
京
都

の
松

ヶ
崎
は
、
高

野
川

の
西
、
深
泥
ヶ
池

の
東
南
に
位
置
し
多
く

の
和
歌

に
詠

ま
れ
て

い
る
。
『
源
氏
物

語
』
に
も

「松
が
崎

の
小
山

の
色
な
ど
も
さ

る
巌
な
ら
ね
ど

」
と
あ
る
。
八
木
意

知
男
氏

は
松

ヶ
崎

の
妙

円
寺

の
大
黒
天
を

「好

き
男
」
に
想
定

し

て
い
る

(八

木

"11
)
。
ま
た
阿
部
泰
郎
氏
は
、
松
ヶ
崎
か
ら
宝
ヶ
池

に
抜
け

る
峠

に
あ
る
狐
坂

が

『新

猿
楽
記
』

の
第

一
の
本
妻

の
話

に
で
て
く
る

「野

干
坂

」

に
比
定

さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
「す
き
男
」
を
狐
坂
に
集
う
好
色

の
男
を

さ
す
と
し

て
い
る
。
③

の
阿
倍

野

の
松

ヶ
崎

は
現
在

の
大
阪
市
阿
倍

野
区
三
明
町

に
あ

る
。
大

正
十

一

年

の
地
図

で
、

天
王
寺

駅

の
南
東
、

天
王
寺
中

学

の
傍
ら

に
確
認

で
き

る
。
阿

倍

野
に
は

阿
倍

王

子
社

が
あ

っ
て
、

四
天
王
寺
か

ら
阿
倍

王
子
社
、

住

吉
社
、

そ
し
て
熊

野

へ
と
続
く
熊
野
街
道
が
通

っ
て
い
る
。
こ
の
三

つ
の
地
名

の
う
ち
、

①

の
近
江
と
②

の
京

都

の
松

ヶ
崎
は
、
住
吉

と
距
離
上

の
隔
た
り
が

あ
り
住
吉

社

と
の
関
係
が
見

い
だ

さ
れ
な

い
。

ま
た
③

の
阿
倍
野
は

住
吉
社
参

詣
の
道
筋

に
あ
た

っ
て
お

り
三
説

の
中

で
は
有
望
だ

が
、
な
ぜ

「阿

倍
野
な

る
」

で
な
く

「松

ヶ
崎

な
る
」
な

の
か

と
い
う
疑

問
が
残

る
。

一
方
、
特
定

の
地
名

と
し
な

い

説

で
は
、
中
村
浩
氏

が
根
拠
は
示
し

て
い
な
い
が

「松
が

崎
」
を

「住

の
江

の

入
江
に
臨

ん
だ
松
生
ふ

る
州
崎
」
と
し

て
お

り
、
『
歌
謡

H
』
も
中
村

説
を
と

っ

て

「松

の
生
え
た
岬

の
意
か
」
と
し

て
い
る
。
こ

こ
で
は

、
固
有

の
地
名

を
あ

げ

る
三
説
は
と
ら
ず
、

「松
林

の
あ

る
崎
」

の
意
に
と
り

た
い
。

「さ
き

」
は
古

代
、
陸

地
な
ど

の
突

き
出
た
端

の
と

こ
ろ
を
い

っ
た

(時
代

別
国
語
大
辞

典
上

代
編

)
。
住
吉

の
浜
は
か

つ
て
砂

州
が
海
に
突
き
出
た
州
崎
だ

っ
た
。
『
古
事
記
』
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で
は
住
吉
大
神
が
鎮
座

し
た
地
を

「墨
江
之
三
前
」
と
し
、
『釈

日
本
紀

』
所
引

『
摂
津
国
風

土
記
』
逸
文

に
は

「
沼
名
椋
之
長
岡
之

前

前
者
今
神
宮
南
辺
、
是
其

地
」
と
あ

る
。

中
世

の
例

で
は

万
徳
寺
蔵
本

『
聖
徳
太

子
伝
』
に

「住
吉

西
ノ

浜
ノ
州
崎
」
と
見
え
る
。
「松

林

の
あ
る
崎
」
と
い
う
意
味

で
、
住

吉
社

の
あ
る

地
を

「松
が
崎
」

と
呼
ん
だ

も
の
と
考
え
た

い
。

す
き
お
と

こ

好

き
男
。
恋
愛

や
和
歌
に
執
心
す

る
男

の
意
。

こ
れ
ま
で
女
体

を
巫
女

・
遊
女

と
と
る
説

で
は

「好
色
な
男
」
、
神
功
皇
后
と
と

る
説

で
は

「風

流
な

こ
と
に
愛
着
を
も

つ
男
」
の

二
つ
に
解
釈

が
わ
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
平

安
時
代

の

「好
く
」
は
、
物
事

に
深
く
執
着
す

る
こ
と
を

い
い
、
恋
愛
、
音
楽
、

和
歌
な
ど

へ
の
執

心
が
分
か
ち
が
た
く
内
包

さ
れ
て
い
る
。
『
宇
津
保
物
語
』
「祭

の
使
」

で
、

あ
て
宮
に
懸
想
す

る
三
春
高
基
が

正
頼

に
、
あ

て
宮

の
婿

の
候
補

者
た
ち
を

「
取
り
給
ふ
御
婿

は
、
皆
す
き

も
の
」
と
誘
る
場
面
が

あ
る
。

こ
こ

で
の

「す
き
も

の
」
は

「唯
物

の
音
を
上
手

に
弾
き
、
和
歌
も

い
さ
㌧
か
に
人

の

諦
は
取
ら
じ

。
〔仮
〕
名
書
き
、
和
歌
詠

み
、
よ
そ
目
よ
き
女
を
ば
、
雲

の
上
地

の
下

を
求

め
て
も
、
懸
想

じ
、
笑
ふ
人
を
ぱ

〔耳
〕
に
も
聞

入
れ
ず

」
と
述

べ

ら
れ

て
い
る
。
楽
器
を
上

手
に
弾
き
、
和
歌

も
人

の
誹
り
を
受

け
な
い
ほ
ど

の

も

の
を
作

り
、
美
し

い
女
性

な
ら
ど
ん
な

こ
と
を
し

て
も
探
し
求

め
て
恋
愛
を

す

る
、

そ
ん
な
人
物
が

「す

き
も

の
」
な

の
で
あ
る
。
歌
学

に
お

い
て
は

「お

ほ
か
た
、

寄
は
す
き

の
み
な
も
と
な
り
」

(
西
行
上
人
談
抄
)

と
言
わ
れ
、

「好

き
者
」

の
逸

話
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
例

え
ば

『
無
名
抄
』

の

「ま
す
ほ
の
薄

事
」

で
は
、

歌
語

「ま
す

ほ
の
薄
」
に

つ
い
て
詳
し

い
こ
と
を
知

る
聖
が
い
る

と
聞

く
や

い
な
や
雨

の
中

を
尋

ね
に
行

っ
た

人
の

こ
と
を

「
い
み
じ
か
り
け
る

数
寄
者
な

り
」
と
言

っ
て
い
る
。
同
じ
く

『
無
名
抄
』
「俊
頼

の
歌
を
偲
偲
が
う

た
ふ
事
」

で
は
、
自

分

の
歌
を
琵
琶

法
師
に
歌
わ

せ
た
永
縁
僧
正
が

「有
難
き

数
寄

人
」
と
言
わ
れ
た
話
が
記
さ
れ

て
い
る
。
従
来

、
「好

き
男
」
は
、
住
吉

の

神

、
天
之
日
矛
、
天
王
寺

の
雑
芸
師

・
賎
業

者
、
松
ヶ
崎
大

黒
天
、
狐
坂
に
集
う

好

色
な
男
な
ど

が
想

定
さ
れ

て
き
た

。

こ
こ
で
は

、
住
吉
社
神
主

で
あ
り
歌
人

で
あ

っ
た
津
守

国
基

を
さ
し

て
い
る
と
考
え
た

い
。
先
行
研
究

で
は
中

村
浩
氏

が

「歌

の
風
土

(十

)
」

の
中

で
、

「
州
崎

の

一
角

に
屋
敷
を
構
え

て
い
た
、
大

社

の
神
主
津
守
家

の
主
を
讐
喩

し
た
も

の
で
は
な

か
ろ
う
か
」

と

一
言
だ
け
触

れ
て
い
る
が
根
拠
は
何
も
示
さ
れ

て
い
な

い
。
国
基

は
、
和
歌

へ
の
執
心
ぶ

り
、

箏

の
名
手

で
あ

る
こ
と

(
『津
守
家

系
図
』
に
よ
る
と
院

禅

の
弟
子
で
箏

の
上
手

と
あ

る
)
、

『
国
基

集
』
に
女
性

に
送

っ
た
恋

の
歌

が
多
く
色
好

み
と
し

て
知
ら

れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
点
な
ど
か

ら
、
「好
き
男
」
と
呼
ば

れ
る
条
件
を
備
え
た

人
物

で
あ

る
。

(
【考
察
】
参
照
)

【
考
察
】

こ

の
歌
は
、

「女
体
」
は
衣

通
姫
、
「好

き
男
」
は
津
守

国
基
を
さ
し

て
お

り
、

「住
吉

四
所

の
前

に
は
美
人
と
誉

れ
高

い
女

の
神
様

衣
通
姫
が
お

い
で
に
な

る
、

愛

人
は
誰
か
と
尋
ね

る
と
、
松
が
崎

の
好
き

男
、
津
守
国
基
だ

よ
」
、
と

い
う
内

容

の
歌

で
、
神

主
国
基
が
衣
通
姫

に
惚
れ
込
ん

で
住

吉
に
わ
ざ
わ
ざ
勧

請
ま

で

し
て
し
ま

っ
た

、
そ

の
執
心
ぶ

り
を
椰
楡
し

な
が

ら
も
褒
め

そ
や
す

歌
だ

っ
た

と
考
え
た

い
。

以
下
に
そ

の
根
拠

を
述

べ
る
。

平
安
時
代
か

ら
鎌

倉
時
代
に
か

け

て
の
歌
学
書

に
、
住
吉

に
衣

通
姫

が
祀
ら

れ

て

い
る
と

い
う
話
が
散
見
す

る
。

代
表
的

な
も
の
を
あ
げ

る
。

・
「衣
通
姫
と
申
す
歌

よ
み
は
是

な
り
。
住
吉

に
べ
ち

の
神
に
て
お
は
し
ま
す

と
承
る
」

(
『俊
頼
髄

脳
』
源
俊
頼
著

、
天
永

二

〈
一

=

一
〉
～
永
久

元

念
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=

三
〉
成
立
か
)

・
「住

吉

の
社
は

四
社
お
は
し
ま
す

。
南
社
は
此
衣

通
姫
也
。
玉
津
島

明
神

と

申
す
也

と
そ

津
守
国
基
は
将
作
に
語
り
申
し
け

る
」

(『
奥
義
抄
』
藤
原
清
輔
著

、

天
治

元

〈
一
一
二
四
〉

～
天
養
元

〈
=

四
四
〉

の
成
立

か
)

・
「神
主
国
基
語
顕
季
卿

云
、
住
吉

四
社
中
、
其

一
衣

通
姫
也

。
若
浦

玉
津

嶋

明
神
ト

申
是
也
。
昔
カ

シ

コ
ヲ

メ
デ

マ
シ

マ
シ
ケ
ル

ユ

ヱ
ニ
、

ア
ト

ヲ
タ

レ

タ

マ
ヘ
ル
ト
ナ
ム
申

伝
タ
ル
ト
云
々
」
(『
古
今
集
序
注
』
顕
昭
著
、
寿
永

二

念

一
八
三
〉
序
)

『古
今
集

注
』
も
ほ
ぼ

同
文

。

・
私
云

故
左
京
兆
被
申

云

住
吉
神

主
国
基
云

住
吉

ハ
本

三
社
也

第

四

社

ハ
玉
津
島

明
神

即
衣
通
姫
也

後

ニ
イ

ハ
シ
給

傍
好
和
歌
給

云
々

(『
袖
中
抄
』
顕

昭
著

、
文
治

二

〈
=

八
六
〉
～

三
成
立

か
)

同
様

の
話
は

『
詞
林

采
葉
抄
』

『和
歌
色

葉
』
『
古
今
著

聞
集

』
な
ど

に
も
見

え
る
。
最

も
古

い
の
は

『
俊
頼
髄

脳
』
で
、
衣
通
姫
が
住
吉
社

の

「
べ
ち

の
神

」

と
し
て
鎮

座
し

て
い
る
と
聞

い
て
い
る
と
あ

る
。

一
方
、
『奥
義
抄

』
以
下

の
書

に
は
、

津
守

国
基
が
藤

原
顕
季
に

「住
吉

四
社

の
南
社
は
衣

通
姫

で
玉
津
島

明

神

で
あ

る
」
と
語

っ
た
、
と
あ

る
。
『
袖
中
抄

』
に

「故
左
京
兆
被
申

云
」
と
あ

る
か
ら
、
左
京
兆

で
あ

っ
た
父
顕
輔
か

ら
顕

昭
や
清
輔
が

伝
え
聞
い
た
話

で
あ

る
。
「南
社
」
と
い
う
の
は
第

四
宮

の
こ
と
と
考
え

ら
れ

る
。
住
吉
社

の
第

四
宮

は

四

つ
の
社

の
中

で
南
に
位
置
し

て
お

り
、
『
袖
中
抄
』
に
は

「第

四
社
」
と
書

か

れ
て
い
る
。
ま
た

『古
今
集

序
注
』

『袖
中
抄

』
『
古
今
著
聞
集

』
は
後

に
玉

津
島

明
神

が
紀
伊

の
和
歌
浦

の
地
を
愛

で
て
垂
　

し
た
、
と

い
う
話
を
付
け
加

え

て
い
る
。

衣

通
姫

は
、
身

の
光
が
衣
を
通
し

て
輝
く
ほ
ど
美

し
か

っ
た
た
め
に

「衣
通
」

の
名
が
あ

っ
た
と
さ

れ
る
女
性

で
あ
る
。
『古
事
記
』
で
は
允
恭

天
皇

の
皇
女
軽

大
郎
女

が

「衣
通
王
」
、

『
日
本
書
紀
』

で
は
允

恭
天
皇

の
皇
后

忍
坂
大
中
姫

の

妹
弟
姫
が

「衣
通
郎
女

」
と
呼
ば
れ

た
。
『
古
今
和
歌
集

』
に
歌

が

の
り
、
序

に

小

野
小
町
が
そ

の
流

で
あ
る
と
記
さ
れ
、
後

に
歌
神
と
し

て
伝
承
化
さ
れ

て
い

く

の
は

、
『
日
本
書
紀
』

の
允
恭
天
皇
妃
、
衣

通
郎
女

で
あ

る
。

津
守

国
基

(治
安

三

〈
一
〇
二
三
〉
～
康

和
四

〈
一
一
〇

二
〉
)
は
、
田
裳

見

宿
禰

の
子
孫

と
伝
え
ら

れ
代

々
住
吉
社

の
神
主

を
務
め

る
津
守

家

の
当
主

で
あ

る
。
康

平
三

(
一
〇
六

〇
)
年
に
三
十
九
代

の
神
主
に
な

り
四
十
三
年
間
務

め

た
。
勅
撰
集

に
も
入
集

し
て
い
る
歌
人

で
、
橘
俊

綱

の
伏
見
邸

歌
会
に
も
出

席

し
、
白

河
院

の
仙
洞
歌
壇

の
メ

ン
バ
ー

で
も
あ

っ
た
。
国
基

に
は
次

の
よ
う
な

和
歌

に
関
わ
る
逸
話
が

い
く

つ
も
あ

る
。

・
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
が
別
名

「小
鰺
集
」
と
呼
ば

れ
た

の
は
、
国
基
が

選
者

に

小
鰺
を
贈

り
歌

を
多
く
入
集
し

て
も
ら

っ
た
か
ら

で
あ

る
。
(袋
草
紙
、
井

蛙

抄
)

・
国
基

は
、

他

の
人
が
歌
会

で
詠
ん
だ
歌
が
秀

歌

で
あ

っ
た

た
め
に
、

不
食

に

な

っ
て
、

歌
を
考
え
続

け
よ
う
や
く

「
う
す
ず

み
に
か

く
玉

つ
さ
と

み
ゆ

る

か
な

か
す

め
る
空
に
か

へ
る
か
り
が
ね
」

の
歌

を
得
た
。
歌

会
を
開
き

「帰

る
雁
」
の
題
を
出
し

て
こ
の
歌
を
詠

み
遺
恨

を
散
じ
た
。
(清
輔

雑
談
集
、
袋

草
紙
)

・
国
基
が
、
良
逞

の
歌

の

「
ま
く
り

で
」
と

い
う
語
に

つ
い
て
難

じ
た
と

こ
ろ

良
逞

に
言

い
負

か
さ
れ

て
閉

口
し
た
。

(袋
草
紙

、
十
訓
抄
)

い
ず

れ
も
、

国
基

の
和
歌

に
対
す

る
執

心
を
物
語

っ
て
い

る
。

藤
原
顕
季

(天
喜
三

〈
一
〇
五
五
〉
～
保
安

四

〈
一
一
二
三
〉
)
は
、
白
河

天
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皇

の
乳
母
親
子

の
子
で
、
白
河
天
皇

の
親

任
厚

い
近
臣

で
あ
り
、
白
河
院

の
仙

洞
歌
壇

の
中
心
的
存

在

で
あ

っ
た
。

国
基

も

こ
の
歌
壇

の

一
員

で
、
顕
季

と
は

任

地
に
赴
く
際

に
見

送
り
に
行

っ
た

り
大

海
老
を
贈

っ
た
り
と
個
人
的

に
も
親

し
く
し

て
い
る
。

(
『
国
基

集
』
八

七
二
、

一
三
〇
、

=
二
八
、

二
二
九
、

一
四

一
等

)
。
『
奥
義
抄
』
の
作
者

で
あ

る
藤
原
清
輔
は
顕
季

の
息
顕
輔

の
子

で
あ

り
、

『
古
今
集
注
』
『
古
今
集
序
注

』
『
袖
中
抄
』
の
作
者
で
あ
る
顕
昭
は
顕
輔

の
猶

子

で
あ
る
。
ま

た
、

『俊
頼
髄

脳
』
の
作
者

源
俊

頼

(
天
喜

三

〈
一
〇
五
五
〉
～
大

治
四

〈
二

二
九
〉
)
は
当
代

一
流

の
歌
人

で
、
『
金
葉
集
』
の
選
者

で
あ

る
。
父

源
経
信
は
伏
見
邸
歌
会

を
通
じ

て
国
基

と
親
し
く
、
俊
頼
自
身

も
顕
季

の
歌
会

に
し
ば

し
ば

招
か
れ

て
お
り
国
基
と

も
親
交

が
あ

っ
た

。
『
散
木
奇
歌
集
』
に
は

国
基
と

の
連
歌

も
見

え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
衣
通
姫
が
住
吉

に
祀
ら
れ

て
い
る

と

い
う
話
は
国
基

と
親
交

の
あ

っ
た
歌

人
や
そ

の
子
孫

の
間
で
語
ら
れ
た
話

で

あ
り
、
単
な

る
噂

話
で
は
な
く
実

話
で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
特

に

『俊

頼

髄
脳
』

の
記
述

は
、

俊
頼
が
国
基

や
顕

季
か
ら
直
接
聞

い
た
話

で
あ

る
可
能

性

が
高

い
だ
け
に
重
要

で
あ

る
。
『
俊
頼
髄
脳
』
に
は

「住
吉
に

べ
ち

の
神

に
て
お

は
し
ま
す
と
承

る
」
と
あ
る
。
俊
頼

が
聞
い
た

の
は

「衣

通
姫
が
住
吉

四
神

と

は
別

の
神
と
し

て
祀
ら
れ

て
い
る
」

と
い
う
話

で
あ

る
。

こ
の
話

の
信
悪
性

は

高
く
、
住
吉

四
神

と
は
別
に
住
吉

に
衣

通
姫
が
勧
請
さ

れ
た
こ
と
は
間
違

い
な

い
。
そ
し

て
そ
れ
が

で
き
た

の
は
神
主

で
あ

る
国
基
以
外

に
は
考

え
ら
れ
な

い
。

国
基
が
衣
通
姫

を
住
吉
に
勧
請
す

る
動
機
と
な

っ
た

と
み
ら
れ
る
衣
通
姫

の

奇
瑞
に
ま

つ
わ

る
話
が
、
『
国
基
集

』

一
五
三
歌

の
詞
書

に
見
え

る
。

住
吉

の
堂

の
壇

の
い
し
と

り
に
、
き

の
く

に
に
ま
か
り
た
り
し

に
、

わ

か
の
う
ら

の
た
ま

つ
し
ま

に
神

の
や
し

ろ
お

は
す
、
た
つ
ね
き
け
ば

、

そ
と
ほ
り

ひ
め

の
こ

の
と

こ
ろ
を
お

も
し
ろ
が

り
て
、
か
み
に
な

り
て

を
は
る
な
り
、

と
か

の
わ
た
り

の
人

の
い
ひ
は

べ
り
し
か
ば

、
よ

み
て

た
て
ま

つ
り
し

・
と
し

ふ
れ
ど
お

い
も
せ
ず

し

て
わ
か

の
う
ら
に

い
く

よ
に
な
り
ぬ
た
ま

つ
し

ま

ひ
めか
く
よ

み
て
た

て
ま

つ
り
た
り

し
夜

の
夢

に
、

か
ら
か
み
あ
げ

て
、

も

か
ら
ぎ

ぬ
き
た

る
女
房
十
人
ば

か
り
い

で
き
た

り
て
、
う
れ
し
き

よ
ろ

こ
び

に

い
ふ
な
り
、
と

て
、

と
る

べ
き

い
し
ど

も
を
を
し

へ
ら

る
、

を

し

へ
の
ま
ま

に
も
と
む
れ
ば
、

ゆ
め

の
つ
げ

の
ま
ま
に

い
し
あ

り
、

い

し

つ
く
り

し
て
わ
ら
す
れ
ば
、

一
度

に
十

二
に
こ
そ
わ
れ

て
は

べ
り
し

か
ば

、
壇

の
か
づ

ら

い
し

に
か
な
ひ
侍
り
に
き

こ
の
詞
書

に
よ

る
と
、

国
基
は
、
住
吉
社

の
御
堂

(白

河
院

の
勅
願
寺

で
あ
る

荘
厳
浄

土
寺
)

の
礎

石
に
す

る
石
を
紀

伊

の
国
に
取

り
に
行

っ
た
。

そ
こ
で
国

基
は

玉
津

島
社

の
祭
神

が
衣
通
姫

で
こ
の
土
地
が
気

に
入

っ
て
垂
　

し
た
と

い

う
謂

わ
れ
が
あ

る
こ
と
を
知
り
歌
を
詠

ん
だ

。
す

る
と
夢
に
女
房
十

人
ば

か
り

が
現

れ
て
取

る
べ
き
石
を
教
え

て
く

れ
た
。
夢

の
お
告
げ

の
ま
ま

に
石
を
取
り

割

っ
た
と

こ
ろ

一
度

に
十

二
に
割
れ
、
壇

の
葛
石

に
ふ
さ
わ
し

い
石
が
得

ら
れ

た
、
と
あ

る
。
『
国
基
集
』
は
自
撰
と
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
こ
の
詞
書

は
脚

色
は

あ

ろ
う
が
国
基
本

人
が

語
る
実
話

で
あ

る
。
江
戸
時
代

の
住
吉
社
社
家
梅

園
惟

朝
が
書

い
た

『
住
吉
松
葉

大
記
』
巻
十

九
に
は
、
荘
厳
浄

土
寺
や
国
基

の
自
宅

の
庭

に
多

数

の
古

石
が
あ
り
、
そ
れ

は
国
基

が

「紀
州

弱
浦
」
か
ら

と

っ
て
き

た
も

の
だ

と
伝
え

る
。

玉
津
島
社

の
祭
神

は
稚

日
女
尊

と
息

長
足
姫

尊

(神
功
皇

后
)
だ

っ
た
が
、
遅
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れ

て
衣
通
姫
が

祀
ら
れ

る
よ

う
に
な
り
、
後

に
住

吉
大
神
と
並

ぶ
和

歌
三
神

の

一
と
し

て
知
ら

れ
る
よ
う

に
な
る
。
国
基
は

玉
津
島

社
に
行

っ
て
は

じ
め

て
衣

通
姫
が
祀
ら
れ

て
い
る

こ
と

を
地

元

の
人
か

ら
聞
き
深
く
感
じ

入
る
。
衣
通
姫

が
伝
説
化
さ
れ

た
古

の
歌

の
名

手
だ

っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
玉
津
島
社

で

の

で
き
ご
と
が

、
国
基
が
住
吉

に
衣

通
姫
を
勧
請

す
る
契
機
と
な

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

『住
吉
松

葉
大

記
』
巻
六
に
は
、

「住
吉
勘
文
」

の

「端

書
」
に
国
基

が
紀
州

弱
浦
に
石
を
取

り
に
行

っ
た

と
き
に
強
い
風
雨

に
会

い
玉
津
島
明
神
姫

に

「と

し
ふ
れ
ど

」
の
歌
を
捧
げ

る
と
風

雨
が
や

み
石
を
取

っ
て
帰

る
こ
と
が
で
き
た
、

と

い
う
言

い
伝

え
が
記
さ
れ

「東

ノ
岩
橋
不
動

石
ト
名
ケ
、
天
女
之
宝

殿
其

北

二
在
リ
」
と
書
か

れ
て
い
る
こ
と
を
引
用
し

て
、
「今

二
至

ル

マ
テ
浄
土
寺
ノ
門

ノ
前
、
大
領
村

ノ
東

ノ
ロ

ニ
大

石
橋

ア
リ
、
其

ノ
岩
滑
カ

ニ
シ
テ
青

シ
、
目
ヲ
驚

カ

ス
バ
カ
リ

ノ
大
石
也
、

又
大
領

村
ノ
内

ニ
モ
同
シ
ヤ
ウ
ナ
ル
岩
橋

ア
リ
、
是

皆
皆
紀
州

ヨ
リ
取
リ
来

レ
ル
石
也

、
又
浄
土
寺
北

ノ
丘

二
小
社

ア
リ
、

相
伝

フ

玉
津
嶋
明
神
也
、
国
基
神
主
之

ヲ
勧
請

ス
ト
、
左
モ
ア
ル
ベ
キ
事
也
」
と
あ
る
。

荘
厳
浄
土
寺

の
北

の
丘
に
国
基
が
勧
請

し
た
と
伝

え
ら
れ

て
い

る
玉
津
島

明
神

の
小
社
が
あ

り
、
か

つ
て
は

「
天
女
之

宝
殿
」
と

も
呼
ば

れ
た
、
と

い
う
の
で

あ
る
。
今
回
、
実

地
踏
査
し
、

こ
の
記

述

の
通
り
、
荘
厳
浄

土
寺

の
北

の
小
高

い
所
に
あ
る

「東
大
禅
寺
」
(黄
漿
宗
。
寛
政

三
年
開
基
)
の
境
内

に
、
「
玉
津
嶋

社
」
と
彫
ら
れ

た
青
石
が
置
か
れ

て
い
る

の
を
発
見

し
た
。
お
寺

の
方

の
お

話

に
よ
る
と
近
年

の
造
作

の
際

に
発

掘
さ
れ
た
も

の
だ

と
い
う
。
そ

の
石
は
、

荘

厳
浄
土
寺

の
庭

園

の
石
と
同
じ
青

石
が
用

い
ら
れ

て
お
り
、
国
基
当
時

の
石
で

あ

る
可
能
性
が

高
い
。

こ
の
石
の
存
在
は
、
国
基

が
玉
津
島
社

で
の
奇
瑞

に
感

激

し
、
衣
通
姫
を
荘

厳
浄
土
寺

の
近
く
に
勧
請
し
た

と
い
う
言

い
伝

え
を
裏
付

け
る
も

の
で
あ

る
。

荘

厳
浄
土
寺
は
永

長
元

(
一
〇
九

六
)
年
に
白
河
院

の
勅
願

に
よ

っ
て
、
国

基

が
住
吉
社

の
東

に
建

立
し
た
寺

で
あ
る
。
国
基

の
紀

州

で
の
奇
瑞

と
衣

通
姫

勧
請

の
話
は
、
荘
厳
浄

土
寺

の
創
建

に
ま

つ
わ

る
話

で
も
あ

る
か
ら
、
白
河
院

の
歌

壇

で
も
評
判

に
な

っ
た
に
違

い
な
い
。
本
歌
は

こ
う
し
た
歌
壇

で
語
ら
れ

た
衣

通
姫
と

国
基

の
話
が
基
に
な

っ
て
成
立
し
た
今
様
だ

と
考

え
ら
れ
る
。

住

吉
社
は
院
政
期

に
は
歌
神
と
し

て
喧

伝
さ
れ

て
お
り
、
貴
族

の
間
で
住
吉

詣

が
盛
ん

で
、
社

頭
で
歌
合
を
行

っ
た
り

(大
治

三
年

「住
吉
歌
合

」
)
、
勧
進

し
て
集
め
た
歌
を
歌
合

に
し

て
判
詞

を
加
え
住
吉
社

に
奉
納
し
た

り

(嘉

応

二

年

「住
吉
社
歌
合
」
)
、
歌
合
に
勝

っ
た
方
が
報
妻

の
た
め
に
歌

を
奉
納

し
た
り

(『
長
元

八
年

五
月
十

六
日
関
白

左
大
臣

頼
道
歌
合

』
)

と

い
う

こ
と
が
行

わ
れ

た
。
長
元

八
年

の
歌
合

の
時
は
、
述
懐

和
歌
が
奉
納

さ
れ
た
後
、

「社

司
」

(国

基

で
あ

ろ
う
)
が

「寿
言
」

を
宣

べ
、

雅
楽

「長
慶

子
」
が
奏

さ
れ
、

「蔵
人

所
衆

楽
人
」

ら
が
伎
芸

を
尽
く
し

て
夜

を
明
か
し
た

と
あ
る
。
白

河
院
が
住
吉

社

に
参
詣
し
た
際

に
は
荘
厳
浄
土
寺

に
も
お
参
り
し
顕

季
や
源
経
信

な
ど

の
近

臣

と
歌
披
講
を
行

い
宴

を
催
し
た

こ
と
だ

ろ
う
。

こ
う
し
た
住
吉
社
参

詣

の
折

の
、

顕
季
や
経
信
、
俊
頼

と

い

っ
た
当
代

一
流

の
歌
人

で
あ
り
同
時

に
今

様

の

名
手

で
も
あ

っ
た
歌
人

た
ち

の
会
し
た
歌
会

の
後

の
宴

の
席

で
、
主

人
格

で
あ

る
国
基

を
半
ば
椰
楡
し

て
離
し
立

て
た
座

興

の
歌
が
本
歌
だ

っ
た

の
で
は
な

い

だ

ろ
う
か
。

そ
し

て
、

そ

の
作
者

も
あ
る

い
は
、
顕
季
や

経
信
、
俊
頼

と
い

っ

た

国
基
と
親
し

い
歌

人
で
あ

っ
た
可
能

性
も
考
え
ら

れ
よ
う
。

住

吉
社

の
周
辺
に

は
遊

女
が

い
た
と
考

え
ら
れ

る
。

『
万
葉
集

』

に
見
え

る

一46一



「住
吉

乃
弟

日
娘

」
(巻

一
、
六
五
歌
)
、

「清
江
娘
子
」

(六
九
歌
)
は
住
吉

の
遊

行
女
婦

と
さ
れ

て
い
る
。
中

世
に
は
堺

の
高

須
、

乳
守
に
遊
女
が

お
り
、

一
休

が
愛
し

た
と
さ
れ

る
地
獄
太

夫
は
高
須

の
遊
女
だ

っ
た
。
近
世

に
住

吉
大
社

の

御

田
植

に
殖
女

と
し

て
奉
仕

し
た

の
は
乳
守

の
遊

女

で
あ

る
。
ま
た

住
吉
社

の

近
く

に
は
江
口
神
崎
が
あ

る
。
住
吉
社
参
詣

の
帰

り
に
貴
族
た
ち

は
江

口

・
神

崎

に
立

ち
寄

っ
た
。
本
歌
は
遊
女

た
ち

の
間

に
も
広
が
り
、
住
吉

の
歌
と
し

て

謡
わ
れ
た
に
違

い
な

い
。
大

江
匡
房

の

『
遊
女
記
』
に
は
、
江
口
、
蟹
島
、
神
崎

の
名

の
知

ら
れ
た
遊
女
を
列
挙

し

て

「皆

こ
れ
倶

　
羅

の
再
誕

に
し
て
、
衣
通

姫

の
後
身
な

り
。
」
と
あ

る
。
遊
女
た
ち

に
と

っ
て

「衣
通
姫
」
は
そ

の
美
貌
と

歌

の
才

で
遊
女

の
シ
ン
ポ

ル
と
も
言
え
る
存
在

で
あ

っ
た
。
『遊
女

記
』
に
は
ま

た

「南

は
住

吉
、
西
は
広

田
、

こ
れ
を
も

て
徴
壁

を
祈
る

の
処

と
為

す
」
と
あ

る
。
住
吉

社
は
広
田
社
と
並
ん

で
遊
女

た
ち

が

「徴
壁
」
、
即
ち
客
と
な

る
男
達

に

召
さ
れ
寵

愛
を
得

る
こ
と
を
祈
願
す

る
神
社
だ

っ
た
。
住
吉
社

に
対
す

る
遊

女

の
信
仰

が
い

つ
か
ら
ど

の
よ
う
な
形

で
は

じ
ま

っ
た

の
か
は

不
明
だ
が
、
あ

る
時
期

、
そ

の
対
象
が
住
吉
社

に
祀
ら
れ
た
衣

通
姫

で
あ

っ
た
可
能

性
も
あ

る

だ

ろ
う
。

時
代

が
下
る
と
国
基

に
ま

つ
わ
る
逸
話
は
忘

れ
ら
れ

て
、

八
幡
信

仰

の
隆
盛

と

と
も
に

こ
の
歌
は
、
第

四
宮

の
本
来

の
祭
神

で
あ
る
神
功
皇
后

を
歌

っ
た
も

の
と
い
う
解
釈

に
引

き
寄

せ
ら
れ
て
い

っ
た

の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
『
八
幡
宮

巡
拝
記

』
は
そ

の
解
釈

に
基
づ

い

て
引
用
さ

れ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
(佐

々
木
聖
佳
)

〔
補

訂

〕

選

択

第

一
回

二

四

五

歌

語
釈

「
さ

う
尾
よ
」

の
項

原
本

「さ
う

九
上
」

の
所
、

山

内
洋

一
郎

「書

評

小
林
芳
規

・
神
作
光

一

王
朝
文
学

研
究
会
編

『梁
塵

秘
抄
総
索
引
』
」
は
、

そ
う
ゐ
さ
か

「
早
尾
坂
に
城
を
し

て
立
籠

も
る
。
」
(平
家

物
語

〈覚

一
別
本
〉
巻

二

堂
衆
合

戦
)
、

「早
尾
明
神
者

、
與

日
吉
神
社

早
尾

同
神
也

。
古
記
云
、
崇
福

寺
鎮
守
者

ミ

オ

サ
ウ

イ

三
尾
早
尾
也
云
々
。
」
(寺
門
伝
記
補
録

、
第
五
)
を
引
い
て
、
日
吉

の
早
尾
社
が

「
「興

辱
」

で
な
く

「聖
壕
」

と
当
時
呼
称
さ
れ

て
い
た
」
と
し
原
本

を

「さ

う

ゐ
」

の
誤
写

で
あ

ろ
う
と
す

る
。
京
都
府
立
資
料
館

蔵

『
平
家
物
語

』
百

二
十

句
本

(
平
仮

名
本
)
第

二
十

一
句
な
ど

に
も

「さ
う
ゐ
ざ

か

の
じ
や
う
」
と
あ

っ

て
、
当
時

早
尾

の
社

が

「さ

う
ゐ
」
と
呼
ば

れ

て
い
た
可
能
性
は
高

い
。
但
し

、

『
伊
呂
波
字
類
抄

』
十
巻
本

に

「早
尾
」
と

あ
る

の
を
は
じ
め

と
し
て
、

『耀

天

記
』
『
厳
神
紗

』
『
日
吉
社
神
道

秘
密
記
』
等

日
吉
社
関
係

の
古

記
録

の
大
半

は

サ

ウ
オ

漢

字

で

「早

尾
」

と
表
記
し
、

「早
尾
権
現

」

(『
日
吉
社
権
現
知
新

記
』
)
と
仮

・

名

を
振

っ
た
用
例
も
見

ら
れ
る
か
ら
、

「九
」
は

「尾
」

の
誤
記

で
あ

り
、
そ
れ

を

「さ
う
を
」

と
呼

ん
だ
可
能
性

も
残

っ
て
い
る
。
な
お
山
内

は
、

二
五
〇
歌

「南

宮

の
宮
に
は
」

の
歌

の
第

三
句
原
本

「さ

う
ゐ
の
お
ま

へ
」
と

あ
る

「さ

う

ゐ
」
も

こ
の
日
吉

の

「早
尾
社

」
と
解
せ
な

い
か
と
す
る
。
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